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序
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
後
の
軍
政
下
で
あ
る
一
九
六
二
年
に
朴
正
照
政
権
は
第
一

次
経
済
開
発
五
カ
年
計
画
を
確
定
・
開
始
し
、
爾
来
工
業
化
を
至
上
課
題
と
し

て
積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
。
工
業
化
の
進
捗
に
と
も
な
い
、
急
激
で
大
規
模

な
経
済
社
会
変
動
の
波
が
韓
国
社
会
を
広
く
お
お
い
始
め
た
の
で
あ
る
。
農
村

か
ら
都
市
へ
の
人
口
流
出
が
続
き
、
農
村
に
お
け
る
伝
統
的
社
会
は
解
体
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
一
方
、
ソ
ウ
ル
な
ど
の
都
市
は
著
し
い
膨
張
を
と
げ
た
。
加
え

て
一
九
七

0
年
代
に
入
っ
て
重
化
学
工
業
化
の
推
進
が
な
さ
れ
、
工
業
労
働
者

層
(
本
稿
で
は
製
造
業
部
門
の
生
産
職
労
働
者
を
指
す
)
が
き
わ
め
て
短
期
間

朴正熊維新体制と労働統制の展開ト)

に
大
量
に
形
成
さ
れ
て
き
た
。
一
八
年
に
及
ぶ
朴
政
権
期
に
み
た
経
済
社
会
変

動
は
、
他
の
発
展
途
上
国
、
と
り
わ
け
新
興
工
業
国

(
N
I
C
S
)
と
比
べ
て

も
相
当
に
急
激
な
も
の
で
あ
り
、
短
い
期
間
に
圧
縮
さ
れ
た
変
化
を
韓
国
社
会

に
包
括
的
に
及
ほ
し
て
き
た
と
言
え
よ
う
。

本
稿
の
主
た
る
関
心
は
、
国
家
と
社
会
と
の
相
互
関
係
が
か
か
る
急
激
な
経

済
社
会
変
動
を
通
じ
て
、
い
か
に
変
容
し
て
き
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
経
済
社
会
変
動
が
権
威
主
義
的
な
政
治
制
度
を
有
す
政
治

シ
ス
テ
ム
に
対
し
い
か
な
る
緊
張
を
も
た
ら
し
た
の
か
、
ま
た
朴
政
権
が
そ
れ

に
い
か
な
る
対
応
を
示
し
た
の
か
。
朴
政
権
に
挑
戦
す
る
対
抗
エ
リ
ー
ト
は
、

突
出
し
て
き
た
社
会
勢
力
の
政
治
的
動
員
に
い
か
に
取
り
組
ん
だ
の
か
。
さ
ら

に
こ
れ
ら
の
過
程
の
中
で
、
政
治
的
・
社
会
的
不
安
定
の
諸
条
件
が
い
か
に
形

成
さ
れ
、
ま
た
変
化
し
て
き
た
の
か
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
疑
問
を
取
り
扱
う

に
際
し
、
都
市
大
衆
、
就
中
工
業
労
働
者
の
政
治
的
統
合
の
特
質
を
解
明
す
る

こ
と
に
重
点
を
お
い
て
い
る
。

本
稿
に
お
け
る
全
体
の
構
成
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、
ま

ず
経
済
社
会
変
動
を
概
観
し
た
上
で
、
七

0
年
代
に
お
け
る
政
治
的
不
安
定
の

特
質
を
考
察
し
て
い
る
。
巨
視
的
で
は
あ
る
が
、
都
市
大
衆
に
み
る
政
治
化
の

新
た
な
様
相
に
触
れ
ら
れ
よ
う
。
第
二
章
で
は
、
前
章
の
議
論
を
進
め
て
工
業

労
働
者
層
に
焦
点
を
絞
り
込
み
、
急
速
な
工
業
労
働
者
層
の
形
成
に
朴
政
権
が

い
か
な
る
対
応
を
示
し
た
の
か
を
検
討
し
て
い
る
。
重
化
学
工
業
化
を
反
映
し

て
、
特
定
の
工
業
労
働
者
層
を
対
象
と
し
た
新
た
な
統
制
枠
組
が
七

0
年
代
後

半
に
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
よ
う
。
第
三
章
で
は
、
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
の
権
威
主
義
体
制
を
分
析
す
る
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
・
モ
デ
ル
を

も
っ
て
、
朴
政
権
の
労
働
統
制
を
再
検
討
す
る
こ
と
を
試
み
、
七

0
年
代
の
急

激
な
経
済
社
会
変
動
の
も
と
に
お
け
る
政
治
体
制
の
特
質
を
、
限
ら
れ
た
視
角

1

本
稿
は
軍
・
官
僚
制
を
分
析
の
対
象
に
含
め
て
い
な
い
ー
か
ら
で
は
あ
れ
考

察
す
る
こ
と
に
す
る
。
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(
l
)
朴
正
照
政
権
期
の
政
治
を
、
開
発
と
政
治
体
制
と
の
動
態
的
な
展
開
と

し
て
分
析
を
試
み
た
の
が
高
橋
進
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
角
か
ら
の
研

究
と
し
て
は
先
駆
的
と
言
え
よ
う
。
だ
が
朴
政
権
下
の
政
治
体
制
を
「
危

機
の
構
造
」
と
し
て
の
み
把
握
す
る
の
は
一
面
的
で
あ
り
、
七

0
年
代
後

半
以
後
に
現
わ
れ
始
め
た
多
様
な
変
化
の
可
能
性
も
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
高
橋
進
、
「
開
発
独
裁
と
政
治
体
系
危
機

l
lス
ペ
イ
ン
、
イ
ラ
ン
、

韓
国
の
場
合
|
|
」
、
『
世
界
』
、
一
九
八
O
年
二
月
、
一
七
O
|
一
九
O
頁
。

(2)
筆
者
が
修
士
論
文
提
出
後
に
入
手
し
え
た
チ
ェ
・
チ
ャ
ン
・
チ
y
プ
の

博
士
論
文
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。
チ
エ
論
文
は
、
朴
政
権
期
の
労
働
組

合
と
政
府
と
の
関
係
を
中
心
に
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
権
威
主
義
体
制
の

分
析
枠
組
に
依
拠
し
て
考
察
し
て
い
る
。
チ
エ
論
文
に
対
す
る
筆
者
の
批

判
的
検
討
は
次
の
機
会
に
お
こ
な
い
た
い
が
、
二
言
だ
け
述
べ
れ
ば
、
両

者
共
に
七

0
年
代
後
半
に
朴
政
権
の
労
働
者
統
制
が
新
た
な
局
面
に
移
行

し
て
き
た
点
を
重
視
し
て
い
る
が
、
労
働
者
統
制
の
い
か
な
る
側
面
を
重

視
す
る
か
で
異
な
っ
て
い
る
。
]
白
口
問
]
号
。
z
r
p
e
E
Z
Z
2
(
U
S
E
2
白口品

目

ν
。一回門
H
円
即
一
円
。
口
門
『
。
一
吉
的
。
ロ
門
古
宍
。
『
mmwe

〉

m
Z【
】
〕
「
。
『
庁
『
H
m
F白
F
O
『
戸
」
口

5
ロ印

E
富山

E
Z
F
2ロ
ユ
ロ

m
-
E
5可
目
。
♂

H
U
品
目
同
但
∞

C
1
q
z
.
U
-
E印
日
常

Z
片岡。ロ・

己
ロ
-
〈
め
『
回
目
昨
日
『
。
刊
行
F
-
円
mw向
。
・
]
{
叩
∞
ω
Y
H
)・
印
ω
∞・

第
一
章

経
済
社
会
変
動
と
維
新
体
制

第
一
節

工
業
労
働
者
層
の
成
長
と
分
化

就
業
構
造
及
び
産
業
構
造
の
変
容

解
放
後
の
韓
国
は
、
南
北
分
断
と
そ
れ
に
続
く
朝
鮮
戦
争
と
い
う
困
難
な
状

況
の
も
と
で
経
済
建
設
に
取
り
組
ま
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
一
九
五

0
年
代
の

戦
後
復
興
期
に
は
、
米
国
に
よ
る
余
剰
農
産
物
援
助
な
ど
に
寄
生
し
た
消
費
財

中
心
の
「
三
白
産
業
」
(
繊
維
、
製
粉
、
製
糖
)
が
形
成
さ
れ
た
に
と
ど
ま
る
。

本
格
的
な
経
済
建
設
は
一
九
六
二
年
以
後
の
経
済
開
発
五
カ
年
計
画
か
ら
始
ま

り
、
朴
政
権
に
よ
っ
て
第
四
次
五
カ
年
計
画
二
九
七
七
|
八
一
年
)
途
中
ま

で
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
経
済
開
発
は
、

て
質
的
な
問
題
を
と
も
な
い
な
が
ら
も
、
中
進
国
と
呼
ば
れ
る
だ
け
の
成
果
を

一
九
六

0
年
代
、
七

0
年
代
を
通
じ

達
成
し
て
き
た
と
言
え
る
。

六
0
年
代
以
来
の
工
業
化
の
過
程
で
、
就
業
構
造
は
い
か
に
変
容
し
て
き
た

の
か
。
図

l
一
は
、
韓
国
、
日
本
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
三
カ
国
に
お
け
る
第
一
次
・

第
二
次
産
業
の
就
業
人
口
の
変
化
を
示
し
て
お
り
、
第
一
次
産
業
の
就
業
人
口

の
構
成
比
が
六
O
%
程
度
で
あ
っ
た
時
期
を
起
点
に
し
て
、
そ
の
変
化
の
速
度

を
比
較
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。

こ
の
図
か
ら
、
日
本
が
約
五
O
年
か
け
た
変
化
を
韓
国
は
そ
の
半
分
以
下
の

北法36(5-6・262)1750 



朴正照維新体制と労働統制の展開(→

第一次産業
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一ー一一一韓国(1960-79)

一一一ーーブラジル(1950-76)

ーーーー日本(1912-60)

図-1 韓国、ブラジJレ、日本における就業構造の変化

(%) 
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50 

第二次産業 ジ

/1970 _.---.一-..，/亡ご 1970 lii76 
1950~ 叩

1960 

40 

30 

20 

(10年間隔)

〔備考〕 第一次産業は農林水産業、第二次産業は鉱業・製造業・建設業として分類する。

ブラジルの1950、70、76年では違った分類がなされているが、その差異は無視しうる程

度のものである。
〔出典〕 韓国については、 r国際労働経済統計年鑑J.1965年版、 1974年版及びr東亜年鑑別冊ι

1984年版。ブラジルについては、『国際労働経済統計年鑑ι1965年版、 1974年版、1979年

版。日本については、安藤良雄編j近代日本経済史要覧J(東京大学出版会)及び r日

本国勢図絵」、 1981年版。

10 

年
数
で
達
成
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
共
に
新
興
工
業
国
と
さ
れ
る
ブ

ラ
ジ
ル
と
韓
国
と
を
比
較
す
る
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
変
化
が
韓
国
の
そ
れ

よ
り
も
か
な
り
緩
慢
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
る
。
韓
国
に
お
け
る
こ
の
よ

う
に
急
激
な
就
業
構
造
の
変
化
が
、
七

0
年
代
の
政
治
社
会
を
考
察
す
る
上
で

重
要
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
こ
と
は
一
言
う
ま
で
も
な
い
。

第
二
次
産
業
に
お
け
る
就
業
人
口
構
成
比
の
か
か
る
推
移
は
、
製
造
業
部
門

で
の
就
業
者
数
の
著
し
い
増
加
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
製
造
業
の
就
業

者
数
は
一
九
六
三
年
に
六
一
万
人
で
あ
っ
た
が
、
七

O
年
の
一
二
八
万
人
を
経

て
七
九
年
の
三
二
二
万
人
へ
と
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
年
平
均
増
加
人
数
で
は

(表
l
一
参
照
)

一
九
六
三
|
七

O
年
の
九
・
六
万
人
、

一
九
七

O

七
九

年
の
二

0
・
四
万
人
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
七

0
年
代
後
半
に
お
け
る
増
加
は

著
し
い
。
他
方
、
第
一
次
産
業
で
は
就
業
者
の
増
加
傾
向
は
き
わ
め
て
鈍
く
、

七

0
年
代
後
半
で
は
か
つ
て
見
ら
れ
な
か
っ
た
規
模
の
減
少
傾
向
さ
え
示
し
て

い
る
。
第
三
次
産
業
で
は
、
就
業
者
数
は
総
じ
て
安
定
し
た
増
加
傾
向
を
示
し

て
い
る
が
、
特
に
七

0
年
代
後
半
に
お
け
る
増
加
は
著
し
い
。
次
に
建
設
業
を

除
い
た
第
三
次
産
業
で
の
就
業
者
数
と
製
造
業
で
の
そ
れ
と
を
比
較
し
て
み
る

と
、
六

0
年
代
で
は
前
者
が
、
そ
し
て
七

0
年
代
で
は
後
者
が
量
的
に
多
く
増

加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
も
あ
れ
七

0
年
代
に
至
っ
て
製
造
業
の
就
業

者
は
大
規
模
に
増
加
し
て
、
層
と
し
て
の
厚
み
を
急
速
に
ひ
ろ
げ
て
き
た
と
言

え
よ
う
。
七

0
年
代
に
朴
政
権
が
労
働
者
統
制
を
積
極
化
し
て
き
た
こ
と
も
、

北法36(5-6・263)1751 
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第ー次産業 第二次産業 第 三 次 産 業

1963-65年 1.4 9.1 ( 8.1) 19.5(17.2) 

1965ー 70年 2.1 10.9(10.2) 19.5(17.2) 

1970ー 75年 10.2 17.4(18.4) 14.1 ( 9.6) 

1975ー79年 -13.5 24.3(23.0) 35.0(26.8) 

1963ー70年 1.1 10.4( 9.6) 18.2(16.9) 

1970-79年 - 0.3 20.5(20.4) 23.4(17.2) 

〔単位万人〕表-1産業別就業者の年平均増加数

〔備考〕 第二次産業の括弧内は製造業、第三次産業の括弧内は建設業を除いた部門。

〔出典) 1963ー 78年は、山本剛、『ドキュメント 韓国は激動するJ (教育社、 1980年)、

1979年は、 r東亜年鑑別冊』、 1984年版より、各々再引し、作成。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
抜
き
に
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

北法36(5-6・264)1752 

こ
の
よ
う
な
就
業
構
造
の
変
化
を
引
き
起
こ
し
た
工
業
化
の
も
と
、
産
業
構

造
が
い
か
に
変
化
し
て
き
た
の
か
を
一
瞥
し
て
お
く
。
産
業
構
造
は
、
六
O
年

代
以
後
の
工
業
化
を
通
じ
て
農
業
中
心
か
ら
工
業
中
心
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ

る
。
国
民
総
生
産
中
に
、
農
林
漁
業
が
占
め
る
比
率
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
減
少
し

(
一
九
六
二
年
の
一
二
六
・
六
%
か
ら
七
九
年
の
ニ

0
・
五
%
へ
)
、
対
照
的
に

鉱
工
業
の
比
率
は
増
加
し
て
き
て
い
る
(
同
期
間
に
一
ム
ハ
・
二
%
か
ら
二
八
・

O
%
へ
)
。
さ
ら
に
工
業
構
造
を
み
る
と
、
六

0
年
代
で
は
軽
工
業
が
工
業
化

の
中
軸
を
な
し
て
き
た
が
、
七

0
年
代
以
後
で
は
工
業
化
に
お
け
る
重
化
学
工

業
の
役
割
は
増
大
し
て
き
て
い
る
。
製
造
業
部
門
の
重
化
学
工
業
化
率
は
、

九
六
一
年
の
二
一
・
三
%
か
ら
八
O
年
の
五
五
・
六
%
へ
と
伸
び
て
い
針
。

九
七
三
年
に
「
第
一
次
長
期
展
望
(
一
九
七
三
八
O
年
)
」
が
輸
出
一

0
0

億
ド
ル
と
一
人
当
た
り
の
所
得
一

0
0
0
ド
ル
を
目
標
に
設
定
し
て
以
来
、
重

化
学
工
業
化
は
積
極
的
に
推
進
さ
れ
て
き
て
い
説
。

二
重
経
済

六
0
年
代
以
来
の
経
済
開
発
、
と
り
わ
け
一
九
七
三
年
か
ら
の
重
化
学
工
業

の
育
成
の
本
格
化
は
、
近
代
的
な
大
企
業
を
成
長
さ
せ
、
二
重
経
済
の
特
質
を

深
め
て
き
た
。
政
府
が
、
主
と
し
て
大
企
業
に
優
遇
融
資
、
優
遇
税
制
、
関
税

保
護
を
惜
し
み
な
く
提
供
し
て
き
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
特
に
重
化
学
工
業



育
成
政
策
の
も
と
で
は
、
石
油
化
学
、
造
船
、
機
械
、
電
子
、
鉄
鋼
、
非
鉄
金

属
、
化
学
肥
料
、
防
衛
産
業
、
航
空
機
な
ど
の
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

の
性
格
の
濃
い
「
重
点
産
業
」
に
、
こ
れ
ら
優
遇
措
置
が
集
中
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
結
果
、
七

0
年
代
を
通
じ
て
工
業
部
門
に
お
け
る
中
小
企
業
の
地
位
は
低

下
し
、
重
化
学
工
業
を
担
う
大
企
業
は
そ
の
地
位
を
上
昇
さ
せ
て
き
た
。
以
下
、

こ
の
二
重
経
済
を
生
産
面
で
は
な
く
、
一
雇
用
面
か
ら
み
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

第
一
に
、
事
業
体
(
企
業
と
同
義
と
考
え
ら
れ
る
)
の
規
模
別
で
み
た
事
業

体
数
及
ぴ
従
業
員
数
の
推
移
で
あ
る
。
こ
こ
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
七

0

年
代
に
お
け
る
大
規
模
事
業
体
の
急
増
で
あ
る
。
従
業
員
数
五

O
O
人
以
上
の

事
業
体
は
一
九
六
四
年
で
は
九
八
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
七

O
年
三

一
二
、
八

O
年
八
二
二
と
増
加
し
て
お
り
、
中
で
も
一

0
0
0
人
以
上
の
事
業

朴正照維新体制と労働統制の展開←)

体
は
、
七

O
年
に
九
三
で
あ
っ
た
の
が
八

O
年
に
は
三
三
九
に
ま
で
急
増
し
て

い
る
。
ち
な
み
に
製
造
業
部
門
で
の
一

0
0
0
人
以
上
の
事
業
体
数
は
、
七

O

年
の
七

O
か
ら
八
一
年
の
二
三
四
に
増
加
し
て
い
る
。
勿
論
、
規
模
別
従
業
員

数
は
、
大
規
模
事
業
体
の
増
加
に
対
応
し
た
推
移
を
示
し
て
い
る
。
五

O
O
人

以
上
の
事
業
体
の
総
従
業
員
数
は
六
六
年
で
は
八
万
人
、
構
成
比
二
六
・
一
%

(
調
査
対
象
は
一

O
人
以
上
の
事
業
体
)
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
七

O
年
に
は

三
五
万
人
、
構
成
比
三
二
・
六
%
(
向
上
)
、
八

O
年
に
は
一

O
八
万
人
、
構

成
比
三
三
・
五
%
(
調
査
対
象
は
五
人
以
上
の
事
業
体
)
へ
と
増
加
し
て
い
る
。

一
O
O
O
人
以
上
の
事
業
体
の
従
業
員
数
は
、
七

O
年
の
二

O
万
人
、
構
成
比

一
八
・
六
%
か
ら
八

O
年
の
七
五
万
人
、
構
成
比
二
三
・
三
%
へ
増
加
し
て
い

る
。
さ
ら
に
製
造
業
部
門
を
み
れ
ば

一
0
0
0
人
以
上
の
事
業
体
の
従
業
員

数
は
、
七

O
年
の
一
四
万
人
か
ら
八
一
年
の
五
二
万
人
へ
と
同
様
に
増
加
し
て

い
る
。
こ
こ
で
は
七

0
年
代
に
入
っ
て
、
大
規
模
事
業
体
で
の
雇
用
が
急
増
し
、

総
従
業
員
数
に
占
め
る
比
率
も
次
第
に
増
加
し
て
き
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き

舎一、。

ナ
人
し第

二
に
、
事
業
体
規
模
開
に
お
け
る
労
働
条
件
の
格
差
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。

ま
ず
賃
金
格
差
を
み
れ
町
、
一
九
七
七
年
の
製
造
業
男
子
で
は
、
従
業
員
五

O

O
人
以
上
の
事
業
体
の
賃
金
を
一

O
O
と
す
る
と
、

四
・
七
、
三

O
l
九
九
人
で
は
七
人
・
一
、

一
O

二
九
人
で
は
六

一
O
O
l
四
九
九
人
で
は
八
九

一
一
一
と
な
っ
て
い
る
。
同
一
の
算
出
方
法
に
よ
っ
て
女
子
の
場
合
を
み
る
と
、

。
二
九
人
で
は
八
九
・
五
、
三

O

九
九
人
で
は
八
七

一O
O
ー
四

九
九
人
で
は
八
六
・
七
で
あ
る
。
こ
れ
に
依
拠
す
れ
ば
、
製
造
業
部
門
で
は
女

子
よ
り
も
男
子
に
お
い
て
、
大
企
業
と
中
小
企
業
(
特
に
一

O
O
人
未
満
の
事

業
体
)
の
賃
金
格
差
は
大
き
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
加
え
て
、
大
企
業
と

中
小
企
業
と
で
は
福
利
厚
生
面
の
格
差
も
著
し
く
、
特
に
七

0
年
代
後
半
に
そ

の
格
差
が
進
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
第
二
章
で
詳
し

く
取
り
扱
わ
れ
る
た
め
、
著
し
い
格
差
が
あ
る
こ
と
だ
け
を
指
摘
す
る
に
と
ど

め
る
。最

後
に
付
言
し
て
お
き
た
い
点
は
、
以
上
の
よ
う
な
労
働
条
件
の
格
差
に
関

北法36(5-6・265)1753 
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連
し
て
指
摘
さ
れ
る
労
働
市
場
の
二
重
構
造
に
つ
い
て
、
検
証
し
う
る
だ
け
の

資
料
を
入
手
し
え
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
労
働
市
場
の
二
重
構
造
は
、
工
業

労
働
者
に
と
っ
て
ど
の
程
度
ま
で
に
固
定
化
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
大
企
業
か

ら
な
る
近
代
的
部
門
に
お
け
る
労
働
市
場
は
、
中
小
企
業
か
ら
の
移
動
機
会
を

殆
ど
排
除
す
る
程
に
閉
鎖
的
で
あ
っ
た
の
か
。
七

0
年
代
を
通
じ
た
大
企
業
に

お
け
る
雇
用
機
会
の
増
大
は
、
労
働
市
場
の
二
重
性
に
何
ら
か
の
変
化
を
も
た

ら
さ
な
か
っ
た
の
か
。
こ
れ
ら
は
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
今
後
の
検
討
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

労
働
市
場

韓
国
経
済
を
労
働
力
面
か
ら
検
討
す
る
上
で
重
要
な
点
は
、
七

0
年
代
、
特

に
そ
の
後
半
期
に
お
い
て
農
業
労
働
力
が
過
剰
か
ら
不
足
へ
と
急
激
な
転
換
を

み
た
こ
と
で
あ
る
。
農
村
か
ら
都
市
へ
の
大
規
模
な
人
口
流
出
は
、
工
業
部
門

の
た
め
の
労
働
力
供
給
地
を
な
す
農
村
の
過
剰
労
働
力
源
を
急
速
に
萎
縮
さ
せ

て
き
た
。
農
村
に
お
け
る
労
働
力
不
足
は
、
直
接
的
に
は
都
市
部
に
お
け
る
労

働
市
場
を
相
当
に
引
き
締
め
る
こ
と
は
な
く
と
も
、
長
期
的
に
は
従
来
通
り
の

低
賃
金
水
準
の
維
持
を
難
し
く
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

七

0
年
代
に
都
市
部
の
労
働
市
場
が
引
き
締
ま
り
の
傾
向
を
み
せ
始
め
た
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
の
は
、
製
造
業
生
産
職
労
働
者
の
実
質
賃
金
の
推
移
で
あ

る
。
政
府
発
表
の
実
質
賃
金
統
計
に
は
問
題
が
な
く
は
な
い
が
、
そ
の
金
額
は

北法36(5-6・266)1754 

実質賃全

'1'- I主 全額(ウ~) 指数

1960 18.440 56.7 

1965 16.959 52.1 

1970 23.452 72.1 

1975 32.521 IOU.U 

1980 53.836 165.6 

1981 52.965 162.9 

と
も褒ー2製造業'1'産職労昔絡の実質賃金の推移

か
く
増
i成
傾
向
の
概
略
を
知
る

と
は
で
争u附羽生基「緯国労働経済gl構造変

。、 化」、588頁より再引。
っ。
表

明
ら
か
な

よ
う
に
、
六

0
年
代
で
は
実
質
賃
金
の
伸
び
は
鈍
く
、
時
に
は
減
少
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
七

0
年
代
、
特
に
そ
の
後
半
期
に
は
相
当
程
度
の
増
加
傾
向
を

み
せ
て
い
る
。
但
し
、
八
一
年
に
は
深
刻
な
不
況
を
反
映
し
て
再
び
減
少
し
て

い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
と
も
あ
れ
従
来
過
剰
な
産
業
予
備
軍
を
背
後
に
低

賃
金
水
準
に
お
か
れ
て
き
た
製
造
業
生
産
職
労
働
者
に
お
い
で
さ
え
も
、
七

O

「日)

年
代
後
半
に
は
実
質
賃
金
の
増
加
傾
向
が
み
ら
れ
た
こ
と
を
確
認
し
え
よ
う
。

実
は
労
働
市
場
の
引
き
締
ま
り
は
、
生
産
職
一
般
の
労
働
者
に
お
い
て
と
言

う
よ
り
は
、
む
し
ろ
一
定
程
度
以
上
の
専
門
技
術
を
有
し
た
熟
練
・
技
能
労
働

者
に
お
い
て
よ
り
顕
著
な
も
の
と
し
て
、
七

0
年
代
半
ば
頃
か
ら
現
わ
れ
て
き

た
の
で
あ
る
。
「
現
在
も
技
能
工
が
足
り
ず
、
各
企
業
体
聞
に
熟
練
工
を
互
い

に
ス
カ
ウ
ト
す
る
た
め
に
必
死
に
な
っ
て
い
る
」
と
さ
れ
、
た
と
え
ば
「
我
が

国
最
大
の
繊
維
団
地
で
あ
る
大
郎
地
方
の
場
合
女
工
と
繊
維
関
係
技
能
工
が
か



な
り
不
足
し
各
工
場
が
生
産
に
莫
大
な
援
朕
を
出
し
て
お
り
、
馬
山
輸
出
自
由

地
域
と
昌
原
工
業
団
地
〔
代
表
的
な
機
械
工
業
団
地
〕
な
ど
で
も
必
要
な
技
能

工
を
求
め
ら
れ
ず
操
業
拡
大
と
増
設
に
大
き
な
支
障
を
受
け
・
・
・
・
・
・
各
関
連
業
体

聞
に
激
し
い
技
能
工
争
奪
戦
が
起
き
様
々
な
副
作
用
が
生
じ
て
い
る
」
と
も
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
「
技
能
工
飢
鐙
」
の
様
相
は
か
な
り
深
刻
で
あ
る
。
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そ
こ
で
経
済
企
画
院
の
技
能
工
需
給
推
計
に
よ
る
と
、
第
四
次
経
済
開
発
五

機械工業と製造業における従業員数の推移

カ
年
計
画
(
一
九
七
七
1

八
一
年
)
期
間
中
に
新
規
に
所
要
さ
れ
る
技
能
工
(
こ

こ
で
は
職
業
訓
練
及
ぴ
職
業
学
校
等
の
基
礎
教
育
修
了
者
を
指
す
)
は
各
年
一

五
万
名
前
後
で
、
同
期
間
中
の
総
計
は
約
八
五
万
名
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

工
科
系
学
校
や
職
業
訓
練
を
通
じ
て
養
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
技
能
工
は
各
年
八

朴正照維新体制と労働統制の展開(→

万
名
前
後
と
さ
れ
、
こ
の
結
果
不
足
す
る
技
能
工
の
総
計
は
約
三

O
万
名
と
推

定
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
実
際
に
七

0
年
代
に
入
っ
て
技
能
工
の
一
雇
用
機
会
が

増
大
し
て
き
た
こ
と
を
、
熟
練
水
準
が
比
較
的
高
い
と
考
え
ら
れ
る
機
械
工
業

と
造
船
工
業
を
例
に
し
て
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

表-3

機
械
工
業
の
従
業
員
数
は
一
九
七

O
年
か
ら
七
九
年
の
問
に
二
了
九
倍
に
増

加
し
て
い
る
が
(
四
一
二
五
千
人
の
増
加
)
、
製
造
業
全
体
と
し
て
の
従
業
員
数

は
同
期
間
に
二
・
四
倍
増
え
た
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
(
一
二
四
八
千
人
の
増

加
)
、
機
械
工
業
に
お
け
る
一
雇
用
拡
大
の
勢
い
は
著
し
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

造
船
工
業
で
の
就
業
者
数
は
、
一
九
六
九
年
か
ら
七
八
年
ま
で
に
八
・
一
倍
も

増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
は
七

0
年
代
に
入
っ
て
造
船
企
業
が
大
型
化
し
て
き
た
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こ
と
に
よ
る
。
こ
の
よ
う
に
機
械
工
業
と
造
船
工
業
に
お
い
て
は
、
重
化
学
工

業
化
の
推
進
を
背
景
に
し
て
七

0
年
代
後
半
に
一
雇
用
機
会
の
著
し
い
増
大
が
み

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
「
技
能
工
飢
鐙
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
対
し
て
供

給
さ
れ
る
労
働
力
が
顕
著
に
不
足
し
た
た
め
に
生
じ
た
現
象
で
あ
っ
た
と
い
え

る。
労
働
力
の
か
か
る
需
給
状
況
は
、
熟
練
・
技
能
労
働
者
に
と
っ
て
賃
金
を
含

戸
時
以
〕

む
労
働
条
件
の
改
善
に
お
い
て
有
利
な
条
件
を
な
す
す
。
こ
の
こ
と
は
、
ス
カ

ウ
ト
な
ど
の
職
場
移
動
を
引
き
起
こ
し
た
が
、
労
働
運
動
に
対
し
て
は
結
ぴ
つ

く
こ
と
な
く
潜
在
的
な
要
因
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
あ
ら
た
め
て
指

摘
さ
れ
る
の
は
、
「
技
能
工
飢
鑓
」
が
、
た
だ
単
に
労
働
力
の
不
足
か
ら
で
な

く
そ
の
種
の
雇
用
機
会
の
著
し
い
増
大
傾
向
と
と
も
に
現
わ
れ
て
き
た
こ
と
で

あ
る
。
七

0
年
代
、
特
に
そ
の
後
半
は
、
こ
の
よ
う
に
労
働
市
場
が
ダ
イ
ナ
ミ
ソ

ク
な
展
開
を
み
せ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。

七
0
年
代
に
お
け
る
経
済
社
会
変
動
を
、
工
業
労
働
者
層
に
焦
点
を
お
き
三

つ
の
側
面
か
ら
検
討
し
て
き
た
。
経
済
社
会
変
動
が
い
か
に
急
激
で
大
規
模
で

あ
っ
た
か
、
そ
の
一
端
は
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
思
う
が
、
特
に
工
業
労
働
者
層

の
分
析
は
、
朴
政
権
に
よ
る
労
働
統
制
の
展
開
を
考
察
す
る
た
め
の
予
備
的
作

業
と
し
て
の
意
味
も
有
し
て
い
る
。
本
節
で
確
認
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
以

下
の
二
点
に
要
約
さ
れ
る
。

第
一
に
、
工
業
化
を
通
じ
て
急
激
な
就
業
構
造
の
変
動
が
み
ら
れ
、
特
に
七

0
年
代
以
後
に
工
業
労
働
者
が
急
速
に
層
と
し
て
の
厚
み
を
増
し
て
き
た
こ
と

で
あ
る
。
労
働
問
題
が
経
済
開
発
だ
け
で
な
く
政
治
的
安
定
に
も
影
響
を
及
ぽ

し
か
ね
な
い
問
題
と
し
て
登
場
し
て
き
た
の
は
、
こ
の
七

0
年
代
で
あ
る
。
第

二
に
、
中
小
・
零
細
企
業
労
働
者
や
若
年
女
子
労
働
者
に
加
え
て
、
重
化
学
工

業
化
の
推
進
に
と
も
な
い
大
企
業
労
働
者
の
増
大
、
熟
練
・
技
能
労
働
者
の
増

大
が
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
工
業
労
働
者
層
に
お
け
る
分
化

を
字
む
も
の
で
あ
り
、
労
働
問
題
を
一
層
多
面
化
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

(1)

一
九
五
O
、
六
0
年
代
の
韓
国
経
済
に
関
し
て
は
、
参
照
、
山
田
三
郎

編
、
『
韓
国
工
業
化
の
課
題
」
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
七
一
年
、
五

七
|
九
四
頁
。

(2)
製
造
業
の
就
業
者
数
は
、
一
九
六
一
二
|
七
八
年
ま
で
が
、
山
本
剛
士
、

『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
韓
国
は
激
動
す
る
」
、
教
育
社
、
一
九
八

O
年
、
三

O
三
頁
、
一
九
七
九
年
が
、
東
亜
日
報
社
、
「
東
亜
年
鑑
別
冊
』
、
ソ
ウ

ル
、
一
九
八
四
年
、
三
四
七
頁
、
再
引
。

(3)
産
業
構
造
の
構
成
比
は
、
渡
辺
利
夫
・
朴
{
子
配
…
編
、
『
韓
国
の
経
済
発
展
」
、

文
巽
堂
、
一
九
八
三
年
、
一
九
貰
、
重
化
学
工
業
化
率
は
、
宋
丙
浴
、
「
産

業
構
造
の
巨
視
的
分
析
」
、
同
右
、
四

O
頁
、
再
引
。

(
4
)
宋
丙
洛
、
前
掲
論
文
、
三
九
頁
。

(
5
)
重
化
学
工
業
の
育
成
と
そ
の
問
題
点
に
関
し
て
は
、
金
迫
教
、
「
製
造
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業
の
成
長
と
生
産
性
」
、
渡
辺
他
編
、
前
掲
書
、

一
O
四
|
一
二
四
頁
。

(
6
)
年
度
別
規
模
別
の
事
業
体
数
及
び
従
業
員
数
の
統
計
は
、
労
働
庁
、
「
一
斗

一
九
七
O
』
、
一
七
、
六
一
頁
。
労
働
部
、

一
九
八
一
」
、
二
一
、
二
四
、
三
六

旬
、
利
」
王
O
A
E
叫
エ
ム
斗
且
ヱ
パ
勺

『
パ
吋
凶
凶
刻
午
五

0
4叫
Z
L

ヰ
且
ヱ
ペ

-
三
七
、
四
O
|
四
一
頁
。

(
7
)
規
模
別
賃
金
格
差
の
数
値
は
次
の
論
文
中
の
資
料
か
ら
作
成
、
小
池
和

男
、
「
韓
国
の
熟
練
形
成
と
賃
金
構
造
」
、
日
本
労
働
協
会
編
、
『
韓
国
の

労
働
事
情
i
l
i
工
業
化
と
熟
練
形
成
|
|
」

一
九
八
O
年
、
八
O
八

頁

(8)
労
働
市
場
の
二
重
構
造
を
指
摘
す
る
表
茂
基
は
、
そ
の
構
造
を
か
な
り

固
定
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
表
茂
基
、
「
韓
国
司
労
働

朴正照維新体制と労働統制の展開(ー)

市
場
構
造
」
、
林
鍾
哲
、
表
茂
基
編
、
『
韓
国
司
労
働
経
済
』
、
ソ
ウ
ル

一
九
八
O
年
、
六
七
|
六
九
頁
。

(9)
農
村
か
ら
の
人
口
流
出
と
農
業
労
働
構
造
の
変
動
に
関
し
て
は
、
倉
持

和
雄
、
「
韓
国
に
お
け
る
農
村
・
農
家
人
口
の
流
出
」
、
『
ア
ジ
ア
経
済
』
、

第
一
一
四
巻
、
第
五
号
、
二
ー
二
一
頁
。
問
、
「
七

0
年
代
韓
国
に
お
け
る

農
業
労
働
構
造
の
変
動
」
、
『
ア
ジ
ア
経
済
』
、
第
二
五
巻
、
第
一
号
、
二

O
l
五
一
頁
。

(
叩
)
玄
茂
基
一
は
、
韓
国
経
済
が
一
九
七
五
年
頃
に
無
制
限
的
な
労
働
力
供
給

か
ら
、
相
当
程
度
の
賃
金
上
昇
を
必
要
と
す
る
制
限
的
な
労
働
力
供
給
へ

と
転
換
し
た
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
妾
は
、
不
熟
練
労
働
者
の
賃
金
が
労

働
市
場
の
か
か
る
変
化
に
相
応
し
て
上
昇
し
た
と
し
、
失
業
に
お
い
て
も

失
業
率
の
低
下
だ
け
で
な
く
失
業
の
質
的
な
変
化
も
出
始
め
て
き
た
と
し

て
い
る
。
妾
茂
基
、
「
韓
国
労
働
経
済
判
構
造
変
化
」
、
『
経
済
論
集
』
、
ソ

ウ
ル
大
学
校
経
済
研
究
所
、
第
一
一
一
巻
、
第
四
号
、
五
七
一
六
一
四
頁
。

日
)
製
造
業
生
産
職
労
働
者
の
実
質
賃
金
の
上
昇
傾
向
は
、
彼
ら
の
生
活
水

準
を
果
た
し
て
改
善
し
た
の
か
。
隈
谷
三
喜
男
は
、
七

0
年
代
の
経
済
成

長
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
大
衆
の
生
活
は
本
質
的
に
は
改
善
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
の
背
景
を
な
す
隈
谷
の
分
析

視
角
に
お
け
る
特
徴
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
即
ち
韓
国
の
労
働
者

及
び
労
働
問
題
に
対
す
る
限
谷
の
視
点
は
、
「
飢
餓
線
上
の
生
活
」
を
強

い
ら
れ
て
い
る
「
零
細
企
業
の
労
働
者
や
底
辺
労
働
者
」
に
主
と
し
て
向

け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、
七

0
年
代
後
半
に
お
け
る
熟
練
・
技
能

工
の
不
足
に
言
及
は
し
て
も
、
限
谷
は
こ
の
層
の
労
働
者
の
増
大
が
持
つ

政
治
的
・
社
会
的
意
味
に
つ
い
て
立
ち
入
っ
て
分
析
し
て
は
い
な
い
。
こ

れ
に
対
し
て
筆
者
は
、
不
熟
練
女
子
労
働
者
、
中
小
・
零
細
企
業
労
働
者

の
労
働
問
題
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
大
企
業
に
お
け
け
る
男
子
熟
練
・

技
能
労
働
者
を
も
視
野
の
内
に
収
め
労
働
問
題
全
体
を
再
構
成
し
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
七

0
年
代
に
お
け
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
経
済
社
会
変
動
も
、

そ
れ
に
対
す
る
政
府
の
対
応
(
労
働
者
統
制
)
も
十
分
に
把
握
し
き
れ
な
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研究ノート

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
生
産
職
労
働
者
の
生
活
水
準
の
検
討
も
、

彼
ら
の
層
的
分
化
を
考
慮
し
た
上
で
な
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
。
隈
谷
三

喜
男
、
『
韓
国
の
経
済
」
、
岩
波
書
府
、
一
九
七
六
年
、
特
に
四
九
|
九
四

頁
。
問
、
「
韓
国
経
済
の
成
長
と
瑳
朕
」
、
関
寛
治
、
高
瀬
浄
編
、
『
朝
鮮

半
島
と
国
際
関
係
」
、
晃
洋
書
房
、

一
九
八
二
年
、
七
九
ー
一

O
八
頁
。

ロ
)
『
東
亜
日
報
』

一
九
七
六
年
七
月
二
一
日
。
こ
の
他
に
輸
出
工
業
団
地

の
九
老
工
団
(
七
八
年
一
一
月
現
在
で
二
二
二
社
、
従
業
員
一
一
万
三
千

人
、
そ
の
大
半
は
女
工
)
で
は
、
頻
発
す
る
従
業
員
ス
カ
ウ
ト
の
防
止
策

と
し
て
各
企
業
が
相
互
に
賃
金
引
上
げ
競
争
を
禁
止
し
て
、
福
利
厚
生
の

拡
充
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
寄
宿
舎
、
夜
間
特
別
学
校
の

運
営
が
目
立
つ
が
、
そ
の
受
恵
対
象
者
は
相
当
に
限
ら
れ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女
子
労
働
力
が
主
体
の
工
団
で
も
こ
の

種
の
傾
向
が
み
ら
れ
始
め
た
点
は
注
目
さ
れ
る
。
「
韓
国
日
報
」

一
九
七

九
年
二
一
月
一
二
日
、
『
海
外
労
働
時
報
」
、
第
二
一
号
、

一
四
一
五
頁
。

「
朝
鮮
日
報
」

五
号
、
八
頁
。

一
九
七
九
年
四
月
一
一
一
日
、
[
海
外
労
働
時
報
」
、
第
二

(
日
)
経
済
企
画
院
の
技
能
工
需
給
推
計
の
資
料
は
、
二
一
満
照
敏
、
「
韓
国
の

経
済
開
発
計
画
と
労
働
力
問
題
」
、
『
日
本
労
働
協
会
雑
誌
』
、

一
九
七
七

年
四
月
、
七

O
頁
。
三
満
は
、
韓
国
側
の
労
働
関
係
の
研
究
・
資
料
を
地

道
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
き
て
お
り
、
一
連
の
貴
重
な
論
稿
が
あ
る
。
最
近
の

も
の
と
し
て
は
、
向
、
「
最
低
賃
金
制
へ
の
胎
動
」
、
『
日
本
労
働
協
会
雑
誌
』
、

一
九
八
四
年
七
月
、
六
六
六
八
頁
、
な
ど
。

(
日
比
)
特
に
熟
練
・
技
能
労
働
者
の
実
際
の
不
足
状
況
を
示
す
統
計
資
料
は
入

手
し
え
ぬ
が
、
重
化
学
工
業
の
戦
略
産
業
と
し
て
急
造
さ
れ
た
造
船
工
業

に
そ
の
一
例
を
み
れ
よ
う
。
現
代
造
船
所
に
お
い
て
は
、
「
一
般
生
産
職

で
は
需
要
が
膨
大
で
建
設
初
期
の
人
力
確
保
に
多
く
の
困
難
が
あ
り
、
そ

の
結
果
船
舶
生
産
計
画
の
嵯
鉄
、
生
産
性
の
低
下
、
工
期
遅
延
等
の
様
々

な
問
題
が
惹
起
さ
れ
た
」
。
加
え
て
、
「
人
力
確
保
の
問
題
は
、
後
発
造
船

所
が
建
設
さ
れ
る
過
程
で
各
造
船
所
自
体
内
の
人
力
養
成
で
解
決
さ
れ
て

お
ら
ず
、
:
・
:
大
規
模
ス
カ
ウ
ト
で
造
船
工
業
の
労
働
市
場
は
不
安
定
な

状
態
を
免
れ
て
い
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
一
九
七
九
年
に
建
設
さ
れ
た

中
型
造
船
所
の
場
合
に
は
、
生
産
職
従
業
員
の
半
分
程
は
職
業
訓
練
所
と

工
業
高
校
経
由
で
採
用
し
、
中
で
も
職
・
班
長
級
の
経
歴
保
有
者
は
他
の

造
船
所
か
ら
の
ス
カ
ウ
ト
に
依
存
し
て
い
る
。
朴
短
求
、
「
造
船
工
業
」
、

金
秀
坤
、
河
泰
銭
編
、
『
労
使
関
係
事
例
研
究
』
、
ソ
ウ
ル
、
韓
国
開
発
研

究
院
、
一
九
八
二
年
、
コ
一
八
五
、
四

O
二
頁
。

(
日
)
妾
茂
基
は
、
不
熟
練
労
働
者
(
繊
維
・
衣
服
産
業
に
代
表
)
の
「
賃
金

上
昇
率
は
一
九
七
五
年
以
後
が
そ
れ
以
前
に
比
較
し
て
急
激
に
高
ま
っ
て

い
る
」
と
す
る
一
方
、
「
熟
練
労
働
者
の
よ
り
甚
だ
し
い
供
給
不
足
」
の

た
め
熟
練
労
働
者
(
機
械
産
業
に
代
表
)
で
は
、
そ
れ
以
上
の
賃
金
上
昇
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率
が
み
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
一
波
茂
基
、
前
掲
「
韓
国
労
働
経
済
同
構
造

変
化
」
、
五
七
五
五
七
六
頁
。
賃
金
上
昇
に
関
し
て
は
物
価
上
昇
率
も

考
慮
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
七

0
年
代
後
半
に
不
熟
練
・
熟
練
労

働
者
間
の
賃
金
格
差
が
拡
大
し
た
と
す
る
妥
の
指
摘
に
留
意
し
て
お
き
た

v' 
0 

第
二
節

経
済
社
会
変
動
と
都
市
大
衆

六

0
年
代
以
来
の
経
済
社
会
変
動
は
、
都
市
に
経
済
的
不
平
等
を
集
中
さ
せ

て
き
た
が
、
特
に
七

0
年
代
半
、
は
か
ら
は
両
極
分
解
を
推
し
進
め
る
よ
り
、
む

し
ろ
社
会
的
垂
直
移
動
の
機
会
を
拡
大
し
始
め
て
き
た
。
他
方
、
七

0
年
代
以

後
の
大
都
市
に
お
い
て
は
、
選
挙
に
際
し
野
党
支
持
が
広
ま
る
形
で
あ
れ
、
大

朴正照維新体制と労働統制の展開(ー)

衆
の
不
満
は
次
第
に
政
治
化
す
る
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
そ
こ
で
本
節
は
、
ま

ず
都
市
大
衆
と
い
う
範
鴎
の
も
と
で
経
済
社
会
変
動
の
分
析
を
進
め
、
そ
の
上

で
七

0
年
代
の
政
治
状
況
、
特
に
こ
こ
で
は
大
都
市
の
投
票
動
向
を
検
討
す
る
。

経
済
社
会
変
動
は
短
期
間
に
圧
縮
さ
れ
た
変
化
を
韓
国
社
会
に
及
ぼ
し
て
き
た

こ
と
か
ら
、
そ
の
変
化
が
政
治
に
与
え
た
影
響
は
、

徴
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

一
面
的
に
は
捉
え
難
い
特

都
市
化
と
教
育
の
普
及

農
村
と
都
市
の
不
均
衡
発
展
の
も
と
で
は
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
移
動

が
生
じ
る
。
韓
国
に
お
い
て
も
六

0
年
代
以
来
、
工
業
部
門
偏
重
の
開
発
に
と

も
な
い
大
規
模
な
都
市
化
現
象
が
み
ら
れ
て
き
た
。
農
家
の
実
質
所
得
の
推
移

を
み
る
と
、
六

0
年
代
で
は
減
少
か
停
滞
で
あ
り
、
特
に
そ
の
後
半
期
に
は
都

市
勤
労
者
の
そ
れ
の
六

O
%ま
で
に
落
ち
込
み
農
民
の
犠
牲
を
大
き
く
し
て
い

る
。
農
村
か
ら
の
人
口
流
出
が
新
し
い
局
面
を
む
か
え
た
の
は
、
こ
の
六

O
年

代
後
期
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
一
九
六
八
年
に
は
農
家
戸
数
と
農
家

人
口
数
の
絶
対
数
が
初
め
て
減
少
傾
向
に
転
じ
て
お
肝
、
家
族
ぐ
る
み
の
挙
家

離
農
も
顕
著
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
挙
家
離
農
の
階
層
的
な
担
い
手
は
、
農
村

で
の
生
活
に
困
窮
し
た
零
細
な
貧
農
層
で
あ
り
、
都
市
の
最
下
層
と
し
て
ス
ラ

ム
を
形
成
し
て
き
た
の
も
、
そ
の
多
く
は
彼
ら
に
他
な
ら
な
い
。
挙
家
離
農
に

対
し

若
年
層
を
中
'L.、
と
す
る
単

華山 島，

ノ /震
〆太郎 は

メ/蔚111 五
←-----ノ疋

… 川町 1町内で士7て立o!i引の

(出典〕 l;3043fi円ゾゥー川j， (;二、;， 1'-'/;.，- 堕
r初l鮮の政治社合， 1サイマル:1¥版合、 19nff)、 176tlQI冒

そわ他は、粁i再U':llhl院調古統，iJ/"j、『梓Ifl科i汗'1鑑』こ
1982J、相、日u。 限

北法36(5-6， 271)閲 兵
ず

七

図-2 ソウル華111、太郎、蔚山町人lil<<移

lIil 1 
ソウル
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研究ノート

ソウノレ、釜山、大郎、蔚山における流入人口の推移{単位:万人〕

1960-66.!j三 1966-70年 1970-75年 1975-80年

ソウル 94 144 78 94 

釜 111 7 34 37 52 

大 J1~ 6 16 12 20 

蔚 山 4 7 15 

凶 2と同じ。典出

0
年
代
、
特
に
そ
の
後
半
期
に
相
当
な
増
加
を
み
せ
て
い
る
。

表-5

そ
れ
で
は
都
市
に
流
入
す
る
人
口
は
、
い
か
な
る
趨
勢
を
示
し
て
き
た
の
か
。

ウ
ル
サ
ン

ソ
ウ
ル
、
釜
山
、
大
郎
、
蔚
山
の
各
都
市
の
人
口
推
移
を
み
た
の
が
図
|
二
で

あ
る
。
ソ
ウ
ル
は
六

0
年
代
以
後
に
爆
発
的
な
人
口
増
加
を
み
せ
て
お
り
、
規

模
で
は
ソ
ウ
ル
に
劣
る
が
釜
山
も
急
速
な
人
口
増
加
を
み
せ
て
い
る
。
大
郎
、

蔚
山
で
は
、
比
較
的
緩
や
か
な
増
加
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
次
に
、
こ
れ
ら
各
都

市
に
お
け
る
流
入
人
口
の
推
移
を
み
た
い
。
こ
の
点
を
知
る
た
め
、
総
人
口
増

加
率
を
も
と
に
推
定
し
た
各
都
市
の
予
想
人
口
数
と
実
際
の
人
口
数
と
の
差
を

流
入
人
口
と
想
定
し
て
み
た
の
が
表
|
五
で
あ
る
(
農
村
か
ら
の
流
入
人
口
と

は
同
一
で
は
な
い
点
に
注
意
)
。
ソ
ウ
ル
、
釜
山
、
大
邸
を
み
る
と
、
流
入
人

口
は
特
に
一
九
六
六
年
か
ら
七

O
年
に
か
け
て
相
当
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の

点
は
、
農
村
か
ら
の
人
口
流
出
が
六

0
年
代
後
期
に
新
局
面
に
至
っ
た
と
の
前

述
の
指
摘
と
符
合
す
る
。
続
い
て
、
七

0
年
代
前
半
に
流
入
の
勢
い
は
鈍
化
し

た
が
、
そ
の
後
半
に
は
再
び
相
当
規
模
の
増
加
傾
向
に
転
じ
て
い
る
。
こ
の
時

期
に
は
重
化
学
工
業
化
の
推
進
を
反
映
し
て
、
蔚
山
へ
の
人
口
流
入
が
急
増
し

て
い
る
点
が
特
記
さ
れ
る
。
と
も
あ
れ
都
市
化
は
六

0
年
代
以
後
に
急
激
に
進

行
し
て
き
て
お
り
、
都
市
へ
の
人
口
流
入
と
い
う
面
か
ら
み
れ
ば
、
六

0
年
代

後
半
と
七

0
年
代
後
半
に
著
し
く
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都
市
化
に
は
二

つ
の
波
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
こ
の
都
市
化
の
二
つ
の
波
は
、
前
節
で
み
た
工
業
化
に
よ
る
雇
用

機
会
の
増
大
と
い
か
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
の
か
。
蔚
山
に
お
い
て
は
、
七

O
年

代
後
半
に
重
工
業
基
地
と
し
て
創
出
さ
れ
た
雇
用
に
よ
っ
て
流
入
人
口
の
急
増

が
み
ら
れ
た
。
こ
の
蔚
山
の
都
市
化
を
よ
り
広
い
文
脈
の
中
に
位
置
づ
け
る
な

ら
ば
、
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
都
市
化
は
、
六

0
年
代
に
お
い
て
は
概
し

て
第
三
次
産
業
の
就
業
者
の
膨
張
と
直
結
し
て
い
た
が
、
七

0
年
代
に
は
製
造

業
部
門
の
雇
用
増
大
と
も
結
び
つ
く
傾
向
を
一
一
層
強
め
た
と
推
測
さ
れ
る
(
表

i
一
参
照
)
。
七

0
年
代
後
半
に
お
け
る
都
市
化
の
勢
い
は
、
蔚
山
に
み
ら
れ

北法36(5-6・272)1760 



朴正照維新体制と労働統制の展開(ー)

〔単位:%)

年齢
単語4 零細自 生産

事務職
専門

学生 無職 そのf也
労働 営商 技能工 技術職

男 -20 3.9 0.2 3.4 0.2 83.4 8.2 0.7 

子 21-30 19.4 5.3 18.2 8.2 2.9 4.7 26.5 14.8 

女 -20 2.0 5.5 4.0 79.9 6.8 1.8 

子 21-30 4.0 30.7 17.8 2.0 31.7 13.8 

表-7 世帯構成員の経済活動状況

向上書、 96頁より再引。〔出典〕

た
よ
う
に
こ
の
傾
向
を
相
当
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
前
述
し
た

よ
う
に
製
造
業
部
門
で
も
重
工
業
を
担
う
近
代
的
な
大
企
業
に
お
い
て
一
雇
用
が

急
増
し
て
き
た
こ
と
は
、
職
業
・
収
入
面
で
の
垂
直
移
動
の
機
会
を
拡
大
し
た

こ
と
に
も
な
り
、
水
平
移
動
が
垂
直
移
動
に
連
動
す
る
可
能
性
は
、
以
前
に
比

べ
て
よ
り
大
き
く
な
っ
て
き
た
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
な
移
動
機
会
の
拡
大
傾
向
と
、
農
村
か
ら
の
流
出
形
態
と
は
無
関

係
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
あ
る
程
度
の
経
済
的
・
社
会
的
上
昇
を
も
た
ら
す
移

動
機
会
に
接
近
し
え
た
の
は
、
中
等
教
育
以
上
の
学
歴
の
あ
る
若
年
単
身
離
曲
居

者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ぷ
。
挙
家
離
農
の
場
合
で
は
、
世
帯
主
は
概
し
て
低

学
歴
・
高
年
齢
等
か
ら
就
業
に
大
き
な
制
約
を
受
け
、
単
純
労
働
、
零
細
販
売

な
ど
の
半
ば
失
業
者
的
な
雑
業
に
従
事
し
て
い
る
。
た
だ
世
帯
構
成
員
に
は
、

世
帯
主
と
異
な
り
年
齢
・
学
歴
に
応
じ
て
垂
直
移
動
の
機
会
に
接
近
し
う
る
可

能
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
挙
家
離
農
者
に
お
け
る
世
代
間
移
動
の
問
題
で
あ
る
が
、

こ
の
点
を
都
市
貧
民
層
(
そ
の
多
く
が
挙
家
離
曲
居
者
)
に
お
い
て
み
て
み
る
こ

と
に
す
る
。
韓
国
開
発
研
究
院
に
よ
る
一
九
八
一
年
の
都
市
貧
民
調
査
(
ソ
ウ

ル
の
貧
民
地
域
四

O
O
世
帯
対
象
)
に
よ
れ
ば
、
世
帯
主
一
、
世
帯
構
成
員
と
も

に
無
職
が
多
い
が
、
就
職
者
の
職
種
構
成
で
は
両
者
間
に
相
違
が
み
ら
れ
る
。

世
帯
構
成
員
に
お
い
て
は
、
世
帯
主
と
違
っ
て
潜
在
的
失
業
者
で
あ
る
都
市
雑

業
層
と
し
て
定
着
し
な
い
方
が
多
い
(
女
子
で
は
生
産
技
能
工
・
事
務
職
が
多

い
)
。
し
か
も
通
学
適
齢
者
が
他
地
域
で
就
業
し
て
い
る
な
ど
の
事
情
も
あ
ろ

北法36(5-6・273)1761 



移仕
院の率百子進校内也衰形

成
さ
れ
た
新
た
な
「
渦
巻
」
が
、
七

0
年
代
、
特
に
そ
の
後
半
に
お
い
て
裾

野
を
急
速
に
広
げ
て
き
た
と
い
え
る
)
。

研究ノート

中学校 高等学校 大学(校)

1965年 54.3 37.5 12.1 

1970 66.0 46.3 12A. 

1975 77.2 57.7 14.9 

93.4 75.7 19.6 

〔単位 :%1

〔備考〕 各級学校からの進学率ではなく、国民学校卒

業者の進学率とする。

[出典〕 変茂基「斡国労働経済91構造変化」、 581J(より

再引、作成。

う
が
、
学
生
(
韓
国
で
は
初

比等
率教
が育
目ま
立で
つE含
。 む
よ)

りの
詳高
細い

な
資
料
が
必
要
で
は
あ
る

が
、
こ
の
「
高
い
」
進
学
率

は
さ
ら
な
る
世
代
間
移
動
を

も
た
ら
す
兆
候
か
も
し
れ
な

い
(
表
|
六
、
七
参
照
)
。

こ
の
よ
う
に
移
動
機
会
が
杜

も会
つ的

てEに
拡

経 散
j斉さ
発 れ
展 る
を傾
通向
じを

次
に
、
経
済
的
・
社
会
的
上
昇
の
条
件
の
一
つ
を
な
す
教
育
に
つ
い
て
、
そ

の
普
及
状
況
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
朝
鮮
の
政
治
社
会
を
分
析
し
た
G
・
へ
ン

ダ

l
ソ
ン
(
の
『
内
問
。
ミ
辛
口
早

2
8ロ
)
は
中
央
権
力
に
接
近
す
る
主
要
な
通
路
、

「
権
力
の
大
道
」
と
し
て
教
育
制
度
(
と
り
わ
け
高
等
教
育
)
を
論
じ
た
的
、

て
、
中
・
高
等
教
育
を
取
り
上
げ
た
い
。

こ
こ
で
は
経
済
発
展
が
拡
大
し
た
上
昇
的
な
移
動
機
会
に
接
近
す
る
通
路
と
し

韓
国
で
は
、
六
年
制
の
国
民
学
校
(
日
本
の
小
学
校
に
該
当
)
だ
け
が
義
務

教
育
制
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
・
高
等
教
育
へ
の
進
学
そ
れ
自
体
が
上
昇
志
向

の
表
わ
れ
だ
と
見
倣
せ
な
く
も
な
い
。
一
九
六
五
年
か
ら
七
九
年
ま
で
の
各
学

校
進
学
率
を
み
る
と
(
表
ー
八
)
、
中
学
・
高
等
学
校
の
進
学
率
は
七

0
年
代

後
半
に
著
し
く
上
昇
し
て
い
る
。
特
に
高
等
学
校
の
進
学
率
の
急
上
昇
は
、
中

学
校
が
義
務
教
育
で
な
い
事
情
を
考
え
る
と
、
当
時
相
当
な
教
育
ブ

1
ム
が
み

ら
れ
た
こ
と
の
裏
付
け
と
な
る
。
他
方
、
大
学
の
進
学
率
は
緩
や
か
で
は
あ
る

が
安
定
し
た
上
昇
傾
向
を
み
せ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
中
等
教
育
(
中
学
・
高
等

学
校
)
へ
の
進
学
が
七

0
年
代
未
ま
で
に
は
殆
ど
一
般
化
(
特
に
女
子
よ
り
男

子
に
お
い
て
)
し
て
い
る
こ
と
を
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
よ
う
な
中
等
教
育
の
普
及
は
、
上
昇
的
な
移
動
機
会
を
社
会
的
に
拡
散

す
る
こ
と
に
貢
献
し
て
き
た
が
、
別
の
副
産
物
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
一
つ
が

工
業
労
働
者
に
お
け
る
学
歴
の
上
昇
で
あ
り
、
こ
の
傾
向
は
近
代
的
部
門
に
お

い
て
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
点
を
国
内
大
手
の
あ
る
電
気
製
品
メ

l
カ
に
つ
い
て

み
る
と
(
表
九
)
、
生
産
職
従
業
員
の
過
半
は
、
中
卒
・
国
卒
以
下
か
ら
高
卒
・

中
卒
に
移
っ
て
い
る
。
一
九
七
五
年
以
後
に
高
卒
人
力
の
比
重
が
急
増
し
て
き

た
の
は
、
「
最
近
の
中
卒
女
性
の
人
力
供
給
の
減
少
と
一
九
七
九
i
八

O
年
の

電
子
業
界
の
不
況
期
に
技
能
人
力
中
、
低
学
歴
者
を
優
先
的
に
減
縮
し
た
こ
と

に
基
因
す
る
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
。
七

0
年
代
後
半
以
後
に
み
る
生
産
職
従

業
員
の
教
育
水
準
の
向
上
は
、
企
業
に
と
っ
て
労
務
管
理
の
近
代
化
を
促
す
圧

力
の
一
つ
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
将
来
の
労
働
運
動
の
展
開
に
と
っ
て
も
軽
視

北法36(5喝・ 274)1762 



〔単位・名、%)

1975年 1977 1979 1980 

高 卒 195( 11.1) 333( 6.6) 2，365( 28.3) 2，125( 36・1)

中 卒 1，146( 65.3) 3，996( 79.2) 5，542( 66.4) 3，517( 59.7) 

国卒以下 415( 23.6) 716( 14.2) 444( 5.3) 245( 4.2) 

言十 1，756(100.0) 5，045(100.0) 8，351(100.0) 5，887 (100.0) 

( )内は女子 (888) (2，756) (4，836) (3，597) 

朴正照維新体制と労働統制の展開(ー)

表-9 学歴別生産職従業員数

し
難
い
要
因
と
な
る
。

経
済
的
不
平
等

金秀坤他編 r労使関係事例研究j， 460頁。〔出典〕

「
先
成
長
・
後
配
分
」
の
開
発
政
策
が
も
た
ら
し
た
配
分
構
造
の
歪
み
に
つ

日出
ゆ
い
て
、
ま
ず
み
て
お
き
た
い
。
国
民

u
，
一
色

h
J
A
U
 

M
凶
所
得
の
分
配
構
成
を
み
る
と
(
表
l

Q

u

'

 

J

江
川
一

O
)
、
所
得
の
不
均
衡
化
は
六

o

m
h
 

m
U
年
代
後
半
に
お
い
て
で
は
な
く
、
七

'
A
'
a
A
 

J

山
札

0
年
代
に
入
っ
て
進
ん
だ
も
の
と
言

y
V
 

側

M

え
る
。
特
に
、
一
九
七

O
年
か
ら
七

日

e

械

m
伽
五
年
に
お
け
る
不
平
等
の
拡
大
は
、

あ

叫

M

舵

…

山

ル

前

後

の

時

期

に

比

べ

て

顕

著

で

あ

の

d

M

同

巾

叩

伽

る

。

農

村

に

お

い

て

は

零

細

貧

農

層

長

h

M

酷

汀

"

し

の

大

量

流

出

に

よ

っ

て

七

0
年
代
に

5

0

e

z

v

 

山
川

b

M

「
中
農
標
準
め
」
が
み
ら
れ
た
こ
と

お

n

}

k

m

や
川
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
配
分
構
造
の

む

H

o

会

守

]

バ

歪

み

は

、

都

市

に

お

い

て

集

中

的

に

川

典

。

日

安

出

進

ん

だ

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。

都

市

周
辺
に
み
る
ス
ラ
ム
の
膨
張
は
、
経
済
発
展
の
一
面
を
な
す
貧
富
の
格
差
拡
大

を
端
的
に
一
不
す
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
ス
ラ
ム
は
、

[単位:%)

1965年 1970 1975 1980 

下層40% 19.34 19.63 16.85 16.06 

上層20% 41.81 41.62 45.34 45.39 
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一
九
七
一
年
八
月
に
起
き

た
広
州
大
団
地
住
民
約
三
万
名
の
暴
動
に
み
ら
れ
る
よ
う
川
、
社
会
不
安
の
土

壌
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

韓
国
で
は
七

0
年
代
に
階
層
間
格
差
が
進
ん
だ
が
、
こ
の
不
平
等
化
の
傾
向

は
ど
の
程
度
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
か
。
そ
こ
で
新
興
工
業
国
ブ
ラ
ジ
ル
に
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図-3 年度別テレビ受像器の普及率
(%) 

一一一一テレビ普及率

ーーーーーカラーテレビ普及率

;-
，〆

〆

60 

40 

20 

100 

80 

お
け
る
国
民
所
得
の
分
配
構
成
の
推
移
を
み
て
み
る
と

1970 72 74 76 78 80 82 (年)

〔出典) r新東亜J，1985年8月、 602頁から再引、キラーテレビの普

及率についてはf東亜年鑑」、 1985年版、 544頁。

O
年
の
期
間
に
下
層
五
O
%
の
比
率
は
一
七
・
七
%
か
ら
二
二
・
七
%
に
減
少

一
九
六
O
年
か
ら
七

し
、
上
層
二
O
%
の
比
率
は
五
四
・
五
%
か
ら
六
三
・
O
%
に
増
加
し
て
い
る
。

韓
国
と
ブ
ラ
ジ
ル
を
比
較
し
た
限
り
に
お
い
て
は
、
韓
国
に
お
け
る
経
済
発
展

の
不
平
等
化
作
用
は
緩
や
か
な
程
度
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
と
も
に
新
興
工
業

図-4 国会議員選挙における与党の得票率(1963-85年)

ーーーーーソウル
ー・‘・・釜山

xxxxx大路

一一一一一蔚山・蔚州

85 (年)

(%) 

40 

30 

20 

10 

81 1963 67 71 73 

〔備考〕 得票率は対有効投票数の比率。

〔出典) 1963ー71年は中央選挙管理委員会 r歴代国会議員

選挙状況1971J、1973年は『朝鮮日報J1973年 3月2目、

1978年は『東亜年鑑J，1979年版、 1981年は『東亜日報』

1981年 3月27日、 1985年は r東亜年鑑』、1985年版。

78 

国
と
さ
れ
る
両
国
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
こ
と
は
留
意
さ
れ
て

60 

50 

し
か
し
経
済
的
不
平
等
に
対
す
る
客
観
的
な
評
価
を
も
っ
て
、
直
ち
に
韓
国

よ
い
。

に
お
け
る
都
市
大
衆
の
不
公
平
感
・
不
満
の
い
か
ん
を
推
測
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
七

0
年
代
半
ば
以
後
の
消
費
生
活
の
変
化
に
着

北法36(5-6・276)1764 



眼
し
て
お
き
た
い
。
耐
久
消
費
財
で
あ
る
テ
レ
ビ
の
普
及
傾
向
を
み
る
と
(
図

|
三
)
、
一
九
七
五
年
か
ら
七
九
年
に
か
け
て
急
速
に
普
及
し
て
き
た
こ
と
が

わ
か
る
。
特
に
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
は
、
人
O
年
か
ら
急
速
に
普
及
し
始
め
て
い
る
。

テ
レ
ビ
以
外
に
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
も
七

0
年
代
後
半
に
普
及
率
を
高
め
て
い

る
が
、
そ
の
普
及
率
は
テ
レ
ビ
の
そ
れ
に
は
、
は
る
か
に
及
ば
な
い
。
と
も
あ

れ
七

0
年
代
後
半
は
、
韓
国
に
お
け
る
大
衆
消
費
文
化
の
揺
箪
期
で
あ
っ
た
と

言
え
よ
う
。
大
衆
の
消
費
生
活
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
変
化
が
中
間
層
意
識
の

拡
散
化
現
象
に
貢
献
し
た
こ
と
は
、
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
高
麗
大
学
新
開
放

送
研
究
所
が
行
な
っ
た
国
民
生
活
意
識
調
査
(
一
九
八
三
年
に
一
六
O
O
名
を

対
象
に
実
施
)
に
よ
る
と
、
階
層
帰
属
意
識
は
上
流

0
・
八
%
、
中
上
流
六
・

二
%
、
中
流
三
九
・
一
%
、
中
下
流
=
一
七
・
二
%
、
下
流
一
六
・
七
%
と
な
っ

朴正!照維新体制と労働統制の展開(→

て
お
り
、
中
流
意
識
は
八
割
を
越
え
て
い
る
。
中
流
意
識
の
こ
の
よ
う
な
拡
散

は
、
確
か
に
消
費
生
活
の
一
定
程
度
の
向
上
を
反
映
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、

耐
久
消
費
財
の
普
及
が
ま
だ
特
定
の
商
品
に
限
ら
れ
て
い
る
状
況
か
ら
し
て

も
、
上
昇
志
向
の
期
待
を
反
映
し
た
早
熟
的
な
面
を
多
分
に
含
む
も
の
と
言
え

-mv 

ょ
う
。
従
っ
て
「
期
待
革
命
」
と
も
言
え
る
大
衆
の
意
識
変
化
は
、
実
際
の
経

ア
ン
パ
-
ヲ
ン
ス

済
的
・
社
会
的
状
態
に
対
す
る
不
均
衡
を
大
き
く
し
て
い
る
。
こ
の
不
均
衡
は
、

結
果
に
お
い
て
現
実
の
経
済
的
不
平
等
に
対
す
る
不
公
平
感
を
一
層
強
め
る
だ

け
で
な
く
、
満
た
さ
れ
な
い
期
待
と
い
う
相
対
的
価
値
剥
奪
の
意
識
を
も
た
ら

す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

政
治
化
の
様
相

六

0
年
代
以
来
の
急
激
な
経
済
社
会
変
動
は
、
と
り
わ
け
都
市
の
大
衆
を
社

会
的
に
流
動
化
さ
せ
、
新
た
な
不
満
を
生
み
出
し
て
き
た
。
こ
の
不
満
は
、
七

0
年
代
以
後
に
政
治
化
の
新
た
な
様
相
を
呈
し
始
め
て
き
た
が
、
こ
の
点
を
都

市
を
中
心
と
し
た
投
票
動
向
に
よ
っ
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ソ
ウ
ル
、
釜
山
、
大
郎
に
お
け
る
与
党
得
票
率
の
推
移
を
み
る
と
、
い
ず
れ

も
七

0
年
代
に
ほ
ぼ
低
下
傾
向
を
た
ど
り
、
二
O
%
台
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
き

て
い
る
。
重
工
業
都
市
蔚
山
と
蔚
州
郡
で
の
与
党
得
票
率
(
与
党
系
無
所
属
含

む
)
は
、
か
な
り
不
規
則
な
動
向
を
示
し
て
い
る
が
、

一
九
七
三
年
と
七
八
年

に
は
上
昇
し
て
い
る
(
図
|
四
)
。
次
に
ソ
ウ
ル
に
お
け
る
与
野
党
の
絶
対
得

一
九
八
一
年
の
選
挙
を
除
け
凶
、
七
一
年
以
後
与
野

票
数
の
推
移
を
み
る
と
、

党
問
の
票
差
は
拡
大
し
、
七
八
年
に
は
一
O
O
万
票
を
突
破
し
て
い
る
(
総
有

効
投
票
数
は
三
O
八
万
票
)
。
野
党
票
は
与
党
票
一
を
か
な
り
上
回
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
お
り
、
与
党
の
停
滞
は
顕
著
で
あ
る
(
図
l
五
)
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、

ソ
ウ
ル
に
お
け
る
投
票
率
を
み
る
な
ら
ば
(
表
l
一
こ
、
全
国
水
準
に
比
べ

て
低
調
と
は
言
え
、
七
一
年
以
後
漸
増
し
て
き
で
い
る
。
こ
の
点
は
、
ソ
ウ
ル

の
有
権
者
が
維
新
体
制
下
に
お
い
で
さ
え
も
、
政
治
的
関
心
を
維
持
乃
至
増
大

し
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ソ
ウ
ル
だ
け
で
な
く
、
釜
山
、
大
同
仰
を
含
む
三
大
都
市
に
お
い
て
、
流
動
化

北法36(5-6・277)1765 
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図-5 ソウルでの国会議員選挙における与野党

の絶対得票数(1963-85年)
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一一一野党一一ーー与党

(万)

300 

200 

100 

85 (年)81 1963 67 71 73 78 

〔備考〕 野党とは、 1963年が民主・民政・国民党、 1967、

71年が新民党、 1973、78年が新民・統一党、 1981年が

民韓覚、 1985年が民韓・新韓民主党。

(出典〕 図 4と同じ。

(単位 %1 

1963年 1967 1971 1973 1978 1981 1985 

ソウル投票率 57.6 57.6 59.2 62.0 68.1 71.1 81.1 

( )内は全国 (72.1) (76.1) (73.2) (72.9) (77 .1) (78.4) (84.2) 

〔出典1 1963-85年の全国投票率及び1981、85年のソウル投票率はY東亜年鑑』、

1985年版、 1963-78年のソウル投票率は、図 4と同じ

し
た
大
衆
は
、
以
上
の
よ
う
な
野
党
支
持
の
傾
向
を
示
し
て
き
た
。
こ
の
点
を

も
っ
て
、
大
都
市
に
お
け
る
大
衆
の
不
満
が
、
投
票
一
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
七

0
年
代
以
後
に
政
治
化
の
新
た
な
様
相
を
呈
し
て
き
た
こ
と
を
確
認
し
え
よ

一
出ぅ

。
こ
こ
で
は
そ
の
実
体
に
ま
で
立
ち
入
れ
ず
、
以
上
の
よ
う
な
輪
郭
を
描
い

表-11 国会議員選挙における投票率

北法36 (5-6・278) 1766 



た
に
と
ど
ま
る
が
。

こ
の
節
は
、
以
下
の
三
点
に
要
約
さ
れ
よ
う
。
第
一
に
、
急
激
な
都
市
化
に

お
い
て
は
二
つ
の
ピ

l
ク
が
み
ら
れ
、
特
に
七

0
年
代
後
半
の
そ
れ
は
、
社
会

的
上
昇
志
向
と
の
結
び
つ
き
が
深
い
。
経
済
発
展
に
と
も
な
う
一
雇
用
機
会
の
増

大
が
、
学
校
教
育
の
普
及
と
と
も
に
み
ら
れ
た
こ
と
も
特
記
さ
れ
よ
う
。
第
二

に
、
経
済
発
展
は
、
経
済
的
不
平
等
の
拡
大
を
と
も
な
っ
た
が
、
特
に
七

O
年

代
後
半
に
か
け
て
消
費
生
活
の
「
均
準
化
」
傾
向
も
出
始
め
て
き
た
。
こ
の
傾

向
は
社
会
的
上
昇
志
向
と
と
も
に
、
都
市
大
衆
の
中
に
早
熟
的
な
中
間
層
意
識

を
拡
散
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
現
実
の
経
済
的
・
社
会
的
諸
条
件
に
対
す

る
彼
ら
の
不
満
も
増
大
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
に
、
急
激
な
経
済
社

朴正照維新体制と労働統制の展開ト)

会
変
動
が
進
行
す
る
一
方
で
、
七

0
年
代
以
後
の
大
都
市
に
お
い
て
は
、
大
衆

の
不
満
が
野
党
票
一
に
向
か
う
傾
向
が
現
わ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
都
市

大
衆
は
、
維
新
体
制
を
不
安
定
化
す
る
、
少
な
く
と
も
潜
在
的
な
要
因
で
あ
っ

た
と
言
え
よ
う
。
だ
が
都
市
に
お
け
る
政
治
的
不
安
定
を
、
経
済
社
会
変
動
と

の
関
連
に
お
い
て
考
察
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
七

0
年
代
の
も
う
一
つ
の
政
治
状

況
で
あ
る
民
主
化
運
動
の
特
質
に
も
言
及
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

(
1
)
維
新
体
制
へ
の
移
行
に
関
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
論
稿
が
あ
る
。
維
新

体
制
を
国
際
環
境
の
変
動
に
対
応
し
た
「
緊
急
危
機
管
理
体
制
」
と
見
倣

す
の
は
伊
豆
見
元
で
あ
る
。
伊
豆
見
論
文
は
、
七

0
年
代
初
頭
の
政
治
変

動
を
論
ず
る
に
際
し
て
、
国
内
要
因
に
言
及
し
な
い
点
で
問
題
が
あ
る
。

伊
豆
見
、
「
朴
維
新
体
制
の
生
成
と
そ
の
背
景
」
、
『
国
際
問
題
」
、
二
七
二

号
、
一
九
八
二
年
、
三
二
ー
四
六
頁
。
国
際
環
境
の
流
動
化
に
加
え
園
内

の
社
会
不
安
に
対
す
る
朴
政
権
の
危
機
認
識
も
ふ
ま
え
な
が
ら
も
、
「
終

身
大
統
領
制
」
へ
の
政
権
内
部
で
の
函
策
は
既
に
一
九
七
一
年
頃
か
ら
始

ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
の
は
、

(
U
-
F
p
h町
内
耳
目

C
E
-

-
a
}
〈

O
「
内
国
同
庁
己
高
円
『
。
∞
∞
コ
出
品
目
↓

F
m
u
-『
門
町
。
『
己
戸
内
司
。
ロ
『
門
『
河
内
百

z
u
r
n
・3

3
a
n
q一町内

h
h『
E
3・〈。
-
-
A
め・

2
。・
N

・
3
・
N
H

∞I
N
ω

円
七

0
年
代
初
頭
の
政

治
変
動
の
背
景
と
し
て
、
特
に
経
済
的
・
社
会
的
危
機
を
強
調
す
る
の
は

韓
相
震
(
ソ
ウ
ル
大
社
会
大
助
教
授
)
で
あ
る
。
韓
に
よ
れ
ば
、
朴
政
権

は
経
済
的
・
社
会
的
危
機
に
お
い
て
、
従
来
の
低
賃
金
依
存
の
開
発
政
策

を
継
続
す
る
た
め
に
、
民
衆
を
政
治
的
・
経
済
的
に
排
除
す
る
官
僚
的
権

威
主
義
に
移
行
し
た
の
で
あ
る
。
韓
相
震
と
筆
者
は
共
に
、
政
治
変
動
の

園
内
要
因
と
し
て
経
済
社
会
変
動
を
重
視
す
る
点
に
お
い
て
分
析
視
角
を

同
じ
く
し
て
い
る
。
だ
が
筆
者
は
、

G
-
オ
ド
ン
ネ
ル
の
官
僚
的
権
威
主

義
国
家
モ
デ
ル
を
七

0
年
代
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
韓
国
社
会
に
そ
の
ま
ま

適
用
す
る
韓
論
文
に
対
し
て
は
、
懐
疑
的
で
あ
る
。
韓
相
震
、
「
社
会
的

危
機
外
官
僚
的
権
威
主
義
」
、
『
新
東
亜
」
、
ソ
ウ
ル
、
一
九
八
四
年
一

O
月、

一
九
八
二

O
七
頁
。

G
-
オ
ド
ン
ネ
ル
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、
本
稿

の
第
三
章
を
参
照
の
こ
と
。

(
2
)
こ
こ
で
経
済
社
会
変
動
と
政
治
的
不
安
定
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
サ

ミ
ュ
エ
ル

-
P
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
研
究
に
言
及
し
た
い
。
ハ
ン
チ
ン
ト
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ハンチントンの不安定化モデル

社会的流動化
(1) 一一一一一一一=社会的不満

経済発展

社会的不満
(2) 一一←一一一←ー=政治参加

移動機会

政治参加
(3) ←一一一一一一一=政治的不安定

政治的制度化

ン
は
、
経
済
発
展
と
社
会
的
流
動
化

(回。
2
ω
-
E
O
F
Z
M
N
B
。
ロ
)
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

か
ら
生
じ
る
不
満
が
政
治
的
不
安
定
に
至

る
過
程
に
は
、
社
会
的
移
動
(
印
2
5
-

ョ。

Z
再
三
と
政
治
制
度
の
二
つ
の
潜
在

的
な
介
在
変
数
が
あ
る
と
し
た
上
で
、
以

下
の
不
安
定
化
モ
デ
ル
を
提
示
し
て
い

る
。
川
都
市
化
、
読
み
書
き
能
力
、
教
育
、

マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
人
々
が
伝
統

的
生
活
様
式
か
ら
近
代
的
な
そ
れ
へ
と
移
動
す
る
社
会
的
流
動
化
に
と
も

な
い
、
人
々
は
新
し
い
欲
求
を
抱
き
期
待
を
増
大
す
る
。
し
か
し
、
経
済

発
展
は
そ
の
期
待
上
昇
に
遅
れ
る
こ
と
か
ら
、
社
会
的
不
満
が
発
生
す
る
。

凶
社
会
的
不
満
に
対
し
て
社
会
的
・
経
済
的
な
移
動
機
会
が
十
分
で
な
い

た
め
、
不
満
は
政
治
化
し
人
々
は
政
府
へ
の
要
求
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
。

同
か
く
し
て
政
治
参
加
が
急
速
な
高
ま
り
を
示
す
に
か
か
わ
ら
ず
、
政
治

制
度
が
脆
弱
で
あ
る
か
柔
軟
性
を
欠
く
な
ど
す
る
と
、
政
治
参
加
と
政
治

制
度
と
の
不
均
衡
か
ら
政
治
的
不
安
定
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
ハ
ン
チ

ン
ト
ン
は
、
大
概
の
近
代
化
推
進
諸
国
で
は
移
動
機
会
が
限
ら
れ
(
水
平

移
動
だ
け
は
顕
著
だ
が
)
政
治
的
制
度
化
も
低
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
社
会
的
不
満
が
政
治
的
不
安
定
と
相
関
性
を
示
す
と
し
て
、

不
安
定
化
モ
デ
ル
の
有
効
性
を
説
い
て
い
る
。

七
0
年
代
の
韓
国
に
対
す
る
こ
の
モ
デ
ル
の
有
効
性
を
論
ず
る
に
は
、

軍
・
官
僚
制
の
評
価
は
勿
論
重
要
で
あ
る
が
、
七

0
年
代
後
半
に
あ
る
程

度
形
成
さ
れ
て
き
た
労
働
者
統
制
の
枠
組
、
さ
ら
に
社
会
的
垂
直
移
動
を

含
む
移
動
機
会
の
拡
大
傾
向
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に

本
節
及
び
第
三
節
に
お
い
て
、
移
動
機
会
の
拡
大
傾
向
は
、
都
市
大
衆
の

政
治
参
加
の
特
質
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
示

唆
さ
れ
よ
う
。
∞
・
司

Z
Z
E
E開
門

O
P
3
2問符ミ

oミ
ミ
室
内

rghsh

向
常
詰
町
村
内
句

(
Zめ
耳
白
血
〈
巾

P
H
U
m
s
-
古
田
)
・
印

ωー
印
由
・

(3)
六
0
年
代
以
後
に
お
け
る
農
村
か
ら
の
人
口
流
出
に
つ
い
て
は
、
そ
の

誘
因
を
何
に
求
め
る
か
で
見
解
の
違
い
が
あ
る
。
限
谷
は
農
村
の
窮
乏
を

原
因
と
す
る
プ
ッ
シ
ュ
型
の
都
市
化
を
強
調
し
、
渡
辺
は
多
分
に
都
市
の

雇
用
を
原
因
と
す
る
プ
ル
型
の
都
市
化
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
倉

持
は
こ
れ
ら
二
つ
の
要
因
が
都
市
化
を
規
定
し
た
と
し
な
が
ら
も
、
六
O

年
代
後
半
以
後
は
都
市
の
雇
用
機
会
に
よ
る
吸
収
を
基
本
的
要
因
と
し
て

い
る
。
限
谷
、
前
掲
『
韓
国
の
経
済
』
、
五
五
l
六
六
頁
。
渡
辺
利
夫
『
現

代
韓
国
経
済
分
析
|
|
開
発
経
済
学
と
現
代
ア
ジ
ア
|
|
』
、
勤
草
書
房
、

一
九
八
二
年
、

一
一
六
|
二
二
頁
。
倉
持
、
前
掲
「
韓
国
に
お
け
る
農

村
・
農
家
人
口
の
流
出
」
、
五
、
九
頁
。

(
4
)
農
家
・
非
農
家
の
所
得
統
計
は
、
桜
井
浩
、
「
韓
国
に
お
け
る
農
業
の

北法36(5-6・280)1768 



朴正照維新体制と労働統制の展開(ー)

移住時期 1965年以前 1966-70年 1971-75年 1976-80年
1981年

計
(調査年)

絶対数 7 32 111 595 205 950人

(%) ( 0.7) ( 3.4) ( 11.7) ( 62.6) ( 21.6) (100.0) 

表-12

職業 自営業 事務管理職 生産勤労職 学生 軍人 サービス 無職 言十

実数 21 317 317 314 89 37 58 939人

(%) ( 2.2) ( 11.0) ( 33.8) ( 33.4) ( 9.5) ( 3.9) ( 6.2) (100.0) 

表ー13

第
一
九
巻
、
第
七
号
、
四
五
頁
。

位
置
|
|
一
九
六

0
年
代
と
一
九
七

0
年
代
|
|
」
、
「
ア
ジ
ア
経
済
』
、

(
5
)
農
村
か
ら
の
人
口
流
出
の
記
述
に
関
し
て
は
、
倉
持
の
前
掲
論
文
に
依

拠
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

(6)
単
身
流
出
に
つ
い
て
の
調
査
資
料
(
農
村
経
済
研
究
院
に
よ
っ
て
慶
尚

南
道
威
安
郡
、
晋
陽
郡
、
固
城
郡
で
一
九
八
一
年
三
月
に
行
わ
れ
た
調
査
)

に
よ
れ
ば
、
七

0
年
代
後
半
に
単
身
流
出
は
「
爆
発
的
な
増
加
」
を
み
せ

て
い
る
(
表
|
一
二
参
照
)
。
倉
持
は
、
農
村
か
ら
の
人
口
流
出
に
つ
い

て
六

0
年
代
の
特
徴
と
し
て
挙
家
離
農
を
あ
げ
、
さ
ら
に
七

0
年
代
に
は

単
身
離
農
の
比
重
が
大
き
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
。

資
料
も
含
め
、
倉
持
、
前
掲
論
文
、
七
、
二
二
頁
。

(
7
)
前
注
の
農
村
経
済
研
究
院
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
単
身
流
出
者
の
流
出
先

で
の
最
初
の
職
業
で
は
、
生
産
勤
労
職
・
学
生
・
事
務
管
理
職
が
多
い
(
表

-
二
二
参
照
)
。
さ
ら
に
こ
の
調
査
は
、
最
初
の
職
業
と
調
査
時
点
で
の

職
業
を
比
較
し
て
、
「
生
産
勤
労
者
と
無
職
が
減
り
、
代
わ
り
に
専
門
管

理
事
務
職
、
サ
ー
ビ
ス
職
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
階
層
上
昇
が
窺
わ

れ
る
」
と
し
て
い
る
。
同
右
、

一
四
頁
よ
り
再
引
。

(8)
鄭
東
益
は
、
高
い
失
業
率
と
教
育
機
会
の
制
限
を
根
拠
に
都
市
貧
民
層

に
お
け
る
「
貧
困
の
世
襲
化
現
象
」
を
指
摘
す
る
が
、
筆
者
は
そ
れ
と
は

異
な
る
現
象
も
少
な
か
ら
ず
現
わ
れ
て
い
る
と
推
測
し
て
い
る
。
鄭
東
益

『
三
ペ
叶
占
己
、
出
じ
子
』
ソ
ウ
ル
、

一
九
八
五
年
、
八
二
頁
。

(9)
鄭
東
益
ら
が
一
九
八
四
年
七
月
に
ソ
ウ
ル
市
冠
岳
区
奉
天
洞
に
お
い
て

貧
民
八

O
世
帯
を
対
象
に
行
な
っ
た
調
査
で
は
、
大
学
在
学
中
一
名
が
確

北法36(5-6・281)1769 



研究ノート

認
さ
れ
て
い
る
。
問
右
、
八
八
頁
。

モ
ピ
リ
テ
イ

(ω)
資
料
は
一
九
七
四
年
ま
で
の
も
の
だ
が
、
韓
国
社
会
に
お
け
る
移
動

を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
固
め
『
宮
『
門
間
・
∞
白
『
ユ
ロ
問
。
『
-

E

∞
。
門
戸
弘
巳
戸
『
I

向。『めロ門戸田門戸。

P
2
2円以戸円
MWC
。
ロ
田
口
【
日
目
。
玄
口
々
¥
E
(
V
F
白
口
問
ベ
ロ
ロ
印
『
戸
町

2
F

』円。苫
a
h
b町
内

a
e
A『
b
き
と
も
苦
室
町
(
的
巾
O
z
-
-
H

双山。)・百円
)
-
H
叶
m
E
N
H

斗
・
上
記

論
文
は
、
七

O
年
前
後
に
中
産
層
の
拡
大
、
下
層
の
縮
小
が
み
ら
れ
た
と

す
る
な
ど
問
題
も
あ
る
。

(日
)

G
・
ヘ
ン
ダ
l
ソ
ン
は
、
基
本
的
に
は
李
氏
朝
鮮
時
代
に
お
け
る
「
農

業
を
基
盤
と
す
る
(
都
市
国
家
型
で
は
な
く
)
中
央
集
権
的
寡
頭
政
治
」

の
分
析
を
通
じ
、
「
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
的
分
子
を
権
力
の
中
心
へ
と

吸
い
上
げ
る
一
つ
の
強
力
な
渦
巻
」
を
提
示
し
た
。
朝
鮮
に
お
け
る
社
会

の
同
質
性
に
加
え
て
、
過
度
な
中
央
集
権
が
、
野
心
家
を
バ
ラ
バ
ラ
な
ま

ま
で
急
上
昇
さ
せ
る
渦
巻
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
渦
巻
の
上
昇
気
流
は
、

階
級
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
集
団
を
凝
集
さ
せ
ず
、
さ
ら
に
は
中
央
権
力
を
派

閥
聞
の
分
裂
抗
争
の
舞
台
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
九
六
六
年
に
提
起
さ

れ
た
彼
の
渦
巻
モ
デ
ル
は
、
第
一
に
農
業
社
会
で
あ
る
李
氏
朝
鮮
の
分
析

か
ら
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
政
治
権
力
志
向
が
渦
巻
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
渦
巻
が
強
力
な
政
治
指
導
を

妨
げ
近
代
化
の
企
図
を
挫
折
に
至
ら
し
め
た
原
因
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
、
そ
の
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
筆
者
は
、
経
済
発
展
に
と
も
な

い
生
じ
て
き
た
職
業
・
収
入
面
で
の
垂
直
移
動
(
あ
る
い
は
そ
の
志
向
)

の
大
き
な
波
に
新
し
い
渦
巻
を
み
る
。
こ
の
渦
巻
は
、
実
際
に
中
間
層
を

拡
大
す
る
が
、
そ
れ
以
上
に
期
待
と
い
う
心
理
面
に
お
い
て
中
間
層
意
識

を
社
会
に
拡
散
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
経
済
的
・
社
会
的
な
上

昇
志
向
は
、
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
か
ら
相
対
的
価
値
剥
奪
を
生
み
だ
す
だ

け
で
は
な
く
、
現
存
す
る
経
済
的
不
平
等
に
対
す
る
不
公
平
感
・
不
満
を

む
し
ろ
一
層
強
め
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
へ
ン
ダ
l
ソ
ン
の
渦
巻
モ
デ
ル

に
つ
い
て
は
、
問
、
鈴
木
沙
雄
他
訳
、
『
朝
鮮
の
政
治
社
会
』
、
サ
イ
マ
ル

出
版
会
、

一
九
七
三
年
。

ロ
)
同
右
、
二
二
九
|
二
三
四
頁
。

13 

一
九
八

O
年
に
は
、
国
民
学
校
卒
業
者
の
中
学
校
進
学
率
は
九
五

七
%
に
、
高
等
学
校
進
学
率
は
八

0
・
九
%
に
な
っ
て
い
る
。
金
秀
坤
他

編
、
前
掲
書
、
五
二
七
頁
。
但
し
数
値
は
国
民
学
校
卒
業
者
の
進
学
率
に

直
し
た
。

(
日
比
)
金
宇
峰
、
「
電
子
工
業
山
」
、
同
右
、
四
五
九
|
四
六
二
貝
。

(
日
)
中
農
と
は
、
耕
地
規
模
が

0
・
五
一
・
五

h
a
の
農
家
を
指
す
。
全

図
的
な
農
家
階
層
を
み
る
と
、

一
九
六
五
七
九
年
に
中
農
の
構
成
比
は

四
八
・
二
%
か
ら
五
三
・
五
%
に
増
加
し
、

0
・
五

h
a
未
満
層
は
同
期

聞
に
三
五
・
九
%
か
ら
二
九
・
八
%
に
減
少
し
、
二
・

0
h
a
以
上
層
も

六
・
六
%
か
ら
五
・
二
一
%
に
減
少
し
て
い
る
。
倉
持
、
前
掲
論
文
、

北法36(5-6・282)1770 
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-
一
九
頁
。

(
日
)
こ
の
広
州
大
団
地
事
件
(
住
民
は
板
子
村
撤
去
民
、
転
売
入
住
者
、
無

断
入
住
者
な
ど
で
一
六
万
余
名
、
団
地
と
は
特
定
地
区
を
指
す
も
の
と
思

わ
れ
る
)
の
背
景
は
、
ソ
ウ
ル
市
当
局
に
よ
っ
て
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
た

住
民
が
工
場
誘
致
の
遅
延
の
た
め
生
活
困
難
に
陥
っ
た
こ
と
、
撤
去
民
か

ら
土
地
を
購
入
し
た
転
売
入
住
者
と
市
当
局
と
の
問
で
土
地
代
金
を
め

ぐ
っ
て
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
『
東
亜
日
報
』
、

一
九
七
一
年

八
月
一
O
、
一
一
目
。

(
げ
)
司
・
∞
口

F
E
-
=
2・
ε

↓F
m
F司
O
吋
吉
岡
山
岳
N

巳
5
ロ
唱
え
∞
『
白
N
】

-
1
5
〉

-
m
Z古川百

内
乱

s
h
R
H
E
。3
.
E
Z
Q
ミ
匂
昌
注
目

~

0ミ
h
喜子、。
E
E
G
-
h
a
弘、
R
h
a弓

(
2
2そ

朴正照維新体制と労働統制の展開(→

出
血
〈

2
f
]
{
也
斗

ω)・
司
自
】
・

N
O
H
i
N
O
N
-

(
隠
)
一
九
八
O
年
に
お
け
る
普
及
率
は
、
冷
蔵
庫
が
約
三
五
%
、
洗
濯
機
が

約
一
O
%
で
あ
る
。
こ
の
他
、
食
生
活
に
お
い
て
も
七

0
年
代
以
後
か
な

り
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
肉
類
・
野
菜
類
な
ど
の
摂
取
量
が
増

加
す
る
一
方
、
麦
の
摂
取
量
は
七

0
年
代
後
半
に
急
減
し
て
い
る
。
「
統

計
図
表
平
一
芸
南
北
韓
四
O
年
」
、
『
新
東
亜
』
、
一
九
八
五
年
八
月
、
六
O

一一
l
六

o=百
円
。
ビ
ー
ル
の
生
産
量
も
七

0
年
代
後
半
に
三
倍
以
上
も
増

ぇ
、
七
九
年
に
は
焼
酎
の
生
産
量
を
上
回
わ
る
に
至
っ
て
い
る
。
「
東
亜

年
鑑
」
、

一
九
八
四
年
版
、
三
二
六
頁
。

m
U
)

張
乙
煩
、
「
民
主
化
外
中
間
階
層
」
、
「
月
刊
朝
鮮
』
、
ソ
ウ
ル

九
)¥ 

三
年
一
一
月
、

一
七
九
頁
。

(
初
)
金
成
国
(
釜
山
大
教
授
)
は
、
中
間
層
意
識
の
拡
散
の
理
由
と
し
て
、

庶
民
の
生
活
水
準
が
向
上
し
て
き
た
こ
と
に
加
え
て
、
下
層
の
少
な
か
ら

ぬ
部
分
が
上
昇
の
期
待
か
ら
自
身
を
中
間
層
と
規
定
す
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
岡
、
「
階
層
子
主
斗
意
識
子
主
」
、
同
右

一
六
三
頁
。
中
間
層

に
関
し
て
は
、
他
に
、
金
環
束
、
「

zτ
社
材
ユ
品
寸
正
体
斗
中
産
層
斗
剥
剖
寸
神

話
」
、
同
右
、

一四一一一
l

一
五
三
頁
、
参
照
。
中
間
層
の
問
題
は
、
今
後

の
重
要
な
検
討
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

21 

一
九
八
一
年
の
選
挙
に
お
い
て
は
野
党
が
乱
立
し
、
第
一
野
党
で
あ
る

民
韓
党
の
得
票
率
が
一
二
・
六
%
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
国
民
党
を
含

む
群
小
野
党
の
得
票
率
は
四
二
・
七
%
に
も
達
し
た
。
結
果
か
ら
み
れ
ば
、

こ
の
選
挙
で
は
与
党
民
正
党
に
対
抗
し
う
る
中
軸
的
な
野
党
が
不
在
で

あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
そ
の
特
殊
な
性
格
か
ら
、
こ
の
選
挙

結
果
を
七

0
年
代
以
後
の
長
期
的
な
傾
向
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
は

問
題
が
あ
ろ
う
。
八
一
年
選
挙
で
の
得
票
率
は
、
三
谷
静
夫
編
、
『
朝
鮮

半
島
の
政
治
経
済
構
造
』
、
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、

一
九
八
三
年
、
三

六
頁
。

22 

一
九
七
一
年
の
国
会
議
員
選
挙
は
、
こ
の
よ
う
な
長
期
的
傾
向
の
起
点

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
選
挙
で
は
、
「
「
野
都
』
深
化
・

『
与
村
」
退
潮
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
全
国
規
模
に
お
け
る
野
党
の
躍
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進
と
与
党
の
後
退
が
み
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
得
票
率
は
、
前
回
の
六
七
年

研究ノート

選
挙
と
比
べ
て
、
新
民
党
が
一

0
・
八
%
増
や
し
(
野
党
一
党
と
し
て
は

史
上
最
高
の
四
三
・
五
%
)
共
和
党
が
二
・
八
%
減
ら
し
て
い
る
。

]
戸
市

w

∞。γ
目

y
J可
叶
・

。F
。
ロ
四
戸
田
昌
叩
内
田
昌

AX---
可。丘町一
R
S』
可
お
司
、
門
司
"
も
お
な
言
言
、
円
。
苫
お
(

(

U

己
】
向
。
『

Emy

第
三
節

民
主
化
運
動
と
都
市
大
衆

朴
正
照
下
の
維
新
体
制
期
(
一
九
七
二
年
二
一
月
|
七
九
年
一

O
月
)
に
お

け
る
民
主
化
運
動
と
そ
れ
以
前
の
運
動
と
の
違
い
を
求
め
る
な
ら
ば
、
そ
の
違

い
と
は
、
第
一
に
担
い
手
の
拡
大
で
あ
り
、
第
二
に
活
動
拠
点
の
多
元
化
だ
と

言
え
る
。
一
九
七
一
年
に
在
野
政
治
家
、
宗
教
人
、
言
論
人
、
大
学
教
授
、
弁

表ー14 地方支部代表委員の構成

構 成 人数

政 党 人 19 

政 i台 人 9 

在野人士 4 

文 人 4 

弁 護 士 3 

医 自市 3 

前公務員 3 

学 者 3 

独立闘士 2 

言 ー民さム間 人

f本 育 人 1 

商 工 人

農 民

〔備考) 6道支部と 13市郡支部の代

表委員あるいは代表級の76名

[出典) r東亜日報J，1975年3月 7日。

護
士
な
ど
に
よ
っ
て
「
民
主
守
護
国
民
協
議
会
」
が
結
成
さ
れ
て
い
る
抗
、
と

り
わ
け
維
新
体
制
の
も
と
で
民
主
化
運
動
が
広
ま
り
を
み
せ
た
の
に
は
、
民
主

化
運
動
を
「
非
能
率
と
浪
費
要
素
」
と
決
め
つ
け
弾
圧
を
よ
り
一
層
強
化
し
た

朴
政
権
の
硬
直
し
た
政
治
姿
勢
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
「
民
主
回
復
国
民

会
議
」
、
続
く
「
民
主
主
義
と
民
族
統
一
の
た
め
の
国
民
連
合
」
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
民
主
化
運
動
が
党
外
政
治
人
、
キ
リ
ス
ト
者
、
一
言
論
人
、
文
人
、
解

職
教
授
、
多
数
の
社
会
団
体
の
問
に
広
ま
り
始
め
た
こ
と
は
、
同
時
に
活
動
の

拠
点
を
多
元
的
に
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
中
で
も
、
キ
リ
ス
ト
教
会
が
果
た

一
部
の
教
会
は
政
党

外
の
「
在
野
人
士
」
と
呼
ば
れ
る
活
動
家
に
拠
点
を
提
供
し
て
き
た
。
こ
の
節

し
た
役
割
は
そ
の
国
際
的
な
連
繋
活
動
を
含
め
大
き
く
、

で
は
、
民
主
化
運
動
に
お
い
て
は
流
動
化
し
た
大
衆
の
不
満
を
政
治
的
に
組
織

化
し
動
員
す
る
運
動
形
態
が
果
た
し
て
と
ら
れ
た
の
か
、
ま
た
そ
う
で
あ
れ
ば

運
動
の
大
衆
的
基
盤
は
い
か
に
確
保
さ
れ
た
の
か
を
検
討
す
る
。
こ
れ
を
通
じ

て
、
前
述
さ
れ
た
都
市
大
衆
の
政
治
化
の
特
質
が
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
七
三
年
暮
に
始
ま
っ
た
改
憲
請
願
署
名
運
動
を
抑
え
込
む
た
め
、
朴
政

権
は
緊
急
措
置
一
、
二
号
を
宣
布
し
、
続
い
て
学
生
蜂
起
計
画
が
あ
っ
た
と
さ

れ
る
「
民
青
学
連
事
件
」
に
は
緊
急
措
置
四
号
を
宣
布
し
て
、
維
新
憲
法
の
撤

廃
を
要
求
す
る
政
治
家
、
知
識
人
、
宗
教
人
、
学
生
ら
を
多
数
拘
束
し
た
。
こ

の
緊
急
措
置
一
、
四
号
が
解
除
さ
れ
た
の
は
、
七
四
年
八
月
の
朴
大
統
領
狙
撃
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未
遂
事
件
に
端
を
発
し
た
反
日
デ
モ
の
高
潮
の
中
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
奇
し

く
も
こ
の
解
除
と
同
日
に
、
「
平
和
的
政
権
交
代
の
た
め
の
憲
法
改
正
の
断
行
」

を
掲
げ
る
金
泳
三
が
新
民
党
の
総
裁
に
選
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
憲
法
改
正
を

求
め
る
主
張
や
運
動
を
禁
じ
た
緊
急
措
置
一
号
が
解
除
さ
れ
た
こ
と
で
、
七
四

年
一
二
月
に
改
憲
運
動
を
担
う
民
主
回
復
国
民
会
議
(
以
下
、
国
民
会
議
と
略

す
)
が
発
足
し
た
。
国
民
会
議
の
顧
問
に
は
、
弔
T
潜
善
、
食
鎮
午
、
金
大
中
、

李
照
昇
、
鄭
求
瑛
ら
一
八
名
、
代
表
に
は
ヰ
ア
古
了
重
、
成
錫
憲
、
干
寛
字
、
李
丙

珠
、
金
泳
三
、
梁
一
束
ら
一

O
名
が
就
任
し
て
い
る
。

国
民
会
議
に
よ
る
大
衆
へ
の
接
近
に
つ
い
て
、
次
の
二
点
が
指
摘
さ
れ
る
。

朴正照維新体制と労働統制lの展開(ー)

第
一
に
、
国
民
会
議
の
担
い
手
は
政
治
的
・
社
会
的
エ
リ
ー
ト
の
域
を
大
き
く

越
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
国
民
会
議
の
地
方
支
部
(
本
部
と

は
縦
的
な
連
携
は
な
い
と
さ
れ
て
い
民
)
の
状
況
を
み
る
と
、
道
支
部
が
七
、

市
郡
支
部
が
二

O
余
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
に
該
当
す
る
支

部
代
表
委
員
七
六
名
の
構
成
に
お
い
て
は
、
殆
ど
の
委
員
が
各
地
域
で
政
治

的
・
社
会
的
エ
リ
ー
ト
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
人
々
で
あ
る
。
た
だ

農
民
一
名
が
注
意
を
引
く
だ
け
で
あ
る
(
表
i
一
四
)
。
少
な
く
と
も
こ
の
資

料
に
よ
る
限
り
で
は
、
地
域
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
労
働
者
・
農
民
が
活
動
の
主

導
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
二
九
七
五
年
二
月
に
、

釜
山
慶
尚
南
道
支
部
が
新
民
党
第
一
地
区
党
舎
で
各
界
代
表
五
四
名
の
参
席
の

も
と
結
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
成
大
会
の
参
席
者
は
、
前
国
会
議
員
、
前
統

一
社
会
党
首
、
愛
国
人
士
、
牧
師
、
文
人
、
医
師
、
女
性
界
代
表
な
ど
と
さ
れ

て
い
記
。
と
も
あ
れ
国
民
会
議
の
組
織
は
一
定
の
広
が
り
を
み
せ
た
が
、
「
汎

国
民
運
動
」
に
ま
で
発
展
し
た
と
す
る
の
は
か
な
り
難
し
い
。

第
二
に
、
国
民
会
議
は
汎
国
民
運
動
を
担
う
指
導
集
団
と
し
て
は
凝
集
性
に

欠
け
て
お
り
、
そ
の
た
め
発
足
し
て
五
カ
月
程
で
事
実
上
空
中
分
解
し
て
し

ま
っ
た
。
国
民
会
議
の
中
央
本
部
は
、
ま
さ
に
「
各
界
各
層
の
協
議
団
体
」
で

あ
っ
て
、
政
党
(
新
民
党
及
び
民
主
統
一
党
)
と
汎
国
民
運
動
と
の
関
係
も
「
横

的
な
連
携
」
以
上
へ
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
「
民
主
的
人
士
」

の
糾
合
体
で
あ
る
国
民
会
議
が
朴
政
権
に
対
す
る
運
動
方
針
を
め
ぐ
っ
て
亀
裂

を
み
せ
始
め
た
の
は

一
九
七
五
年
四
月
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
の
事
態
急
変
を

契
機
に
し
て
で
あ
っ
た
。
金
泳
三
率
い
る
新
民
党
は
朴
政
権
と
の
「
無
条
件
会

談
」
を
潟
町
、
改
憲
運
動
の
一
時
中
止
を
決
定
凶
、
改
憲
勢
力
か
ら
「
体
制
内

批
判
勢
力
」
に
変
貌
し
た
。
か
く
し
て
国
民
会
議
は
、
汎
国
民
運
動
を
展
開
す

べ
〈
組
織
拡
大
を
は
か
る
前
に
内
部
の
亀
裂
を
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
民
主

化
運
動
が
、
七
五
年
五
月
一
一
一
一
日
の
緊
急
措
置
九
号
の
宣
布
で
沈
滞
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
こ
と
も
見
落
せ
な
い
。

国
民
会
議
の
以
上
の
特
徴
は
、
維
新
体
制
に
お
け
る
朴
政
権
と
民
主
化
勢
力

と
の
「
衝
突
」
に
み
る
政
治
的
不
安
定
を
理
解
す
る
上
で
、
留
意
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
だ
が
朴
政
権
の
対
抗
勢
力
に
よ
る
都
市
大
衆
へ
の
接
近
を
検
討
す
る

に
お
い
て
は
、
国
民
会
議
に
と
ど
ま
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
産
業
宣
教
団
体
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に
も
言
及
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

都
市
産
業
宣
教
の
活
動
は
、
新
旧
キ
リ
ス
ト
教
と
も
に
一
九
五

0
年
代
後
半

に
始
ま
る
。
初
期
の
宣
教
活
動
で
は
、
労
使
双
方
を
対
象
と
す
る
伝
統
的
な
伝

道
活
動
を
越
え
る
も
の
で
は
な
く
、
敬
慶
主
義
的
な
個
人
救
済
に
力
点
が
置
か

れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
宣
教
団
体
が
、
既
成
の
労
働
組
合
と
対
立
す
る
こ
と
も

な
か
っ
た
。
だ
が
六

0
年
代
末
頃
か
ら
労
働
問
題
と
都
市
貧
民
へ
の
関
心
を
強

め
、
「
宣
教
」
概
念
も
「
キ
リ
ス
ト
の
命
令
に
服
従
し
て
キ
リ
ス
ト
の
よ
う
に

民
衆
と
と
も
に
彼
ら
の
中
に
生
き
、
ま
さ
に
民
衆
を
抑
圧
す
る
構
造
悪
に
対
し

て
社
会
的
責
任
を
認
識
し
て
民
衆
と
と
も
に
神
様
の
意
志
が
実
現
さ
れ
う
る
社

会
を
建
設
す
る
と
い
う
」
聖
職
者
の
「
社
会
参
与
」
を
強
調
す
る
方
向
で
解
釈

し
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
神
学
は
、
韓
国
の
現
状
下
で
は
悪
を
個
人

的
な
も
の
よ
り
社
会
的
・
制
度
的
な
「
構
造
悪
」
で
あ
る
と
見
倣
し
て
、
救
済

一回

を
こ
の
「
構
造
的
悪
か
ら
解
放
さ
せ
る
こ
と
」
に
他
な
ら
な
い
と
す
る
。
維
新

体
制
へ
の
移
行
後
は
、
都
市
産
業
宣
教
会
の
指
導
的
人
物
で
あ
る
朴
畑
圭
牧
師

の
拘
束
を
始
ま
り
と
し
て
、
教
会
と
政
府
と
の
緊
張
は
急
速
に
高
ま
っ
て
い
っ

た。
新
旧
教
会
の
都
市
産
業
宣
教
に
携
わ
る
実
務
者
(
都
市
産
業
宣
教
会
、
カ
ト

リ
ッ
ク
労
働
青
年
会
)
は
地
域
的
に
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
た
の
か
。
労
働

者
を
対
象
と
す
る
産
業
宣
教
の
実
務
者
は
総
計
四
四
名
で
あ
り
、
こ
れ
ら
実
務

者
は
ソ
ウ
ル
及
び
そ
の
周
辺
都
市
に
集
中
し
、
日
間
原
、
蔚
山
、
浦
項
、
大
郎
な

表-15 都市産業宣教実務者

の地域別現況〔単位:人〕

産業宣教 都市宣教 合 計

ソウノレ 24 9 33 

安養 4 4 

仁川 8 8 

清介l 2 2 

亀 尾 2 2 

釜山 2 2 

済 州 I 

広州 2 1 3 

その他 4 4 

言十 44 15 59 

1978年 3月 1日現在。

趨承赫、『都市産業宣教~1認識』、 81頁。
〔備考〕

〔出典〕

ど
の
有
数
の
工
業
都
市
に
は
み
ら
れ
な
い
と
い
う
甚
し
い
地
域
的
偏
り
を
示
し

て
い
る
(
表
一
五
)
。

労
働
問
題
に
関
与
す
る
実
務
者
の
活
動
と
し
て
は
、
六

0
年
代
後
期
か
ら
の

労
働
運
動
指
導
者
教
育
、
労
働
者
意
識
化
教
育
(
一
九
七
三
年
か
ら
延
べ
一
万

二
千
余
名
の
労
働
者
が
参
加
)
、
労
働
者
組
織
活
動
(
六
八
年
か
ら
七
二
年
の

問
に
衣
類
被
服
企
業
を
中
心
に
産
業
宣
教
団
体
が
労
組
を
組
織
し
た
企
業
体
数

は
一

O
O余
、
労
働
者
数
は
四

0
0
0余
名
)
、
労
働
問
題
を
告
発
す
る
活
動
(
七

四
年
か
ら
七
七
年
ま
で
に
京
仁
地
域
で
扱
わ
れ
た
件
数
は
二
三
五
件
)
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
産
業
宣
教
の
浸
透
は
、
主
と
し
て
大
企
業
や
工
業
団
地
の
工
場
密
集
地

に
み
ら
れ
、
低
賃
金
で
労
働
集
約
的
な
繊
維
、
製
薬
、
電
子
な
ど
の
企
業
で
働
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ら
く
若
年
女
子
労
働
者
を
対
象
と
し
て
い
る
。
七

0
年
代
の
成
長
産
業
で
あ
る

電
気
製
品
の
組
立
て
工
場
に
浸
透
し
て
い
た
点
は
特
記
さ
れ
よ
う
が
、
総
じ
て

産
業
官
一
教
の
浸
透
は
、
多
角
的
で
広
範
囲
に
わ
た
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

特
定
地
域
(
京
仁
地
域
の
工
団
)
に
お
け
る
特
定
の
労
働
者
層
に
絞
ら
れ
て
い

た
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
産
業
宣
教
団
体
と
会
員
労
働
者
が
主
導
し
た
「
下
か

ら
の
労
働
運
動
」
は
、
大
き
な
困
難
に
も
直
面
し
た
。
そ
れ
は
、
ほ
ぼ
各
個
撃

(
凹
)

破
の
形
で
な
さ
れ
る
警
察
、
韓
国
労
総
、
企
業
に
よ
る
抑
圧
に
他
な
ら
な
い
。

七
0
年
代
後
半
に
そ
の
舞
台
と
な
っ
た
の
が
、
南
栄
ナ
イ
ロ
ン
、
邦
林
紡
績
、

東
一
紡
織
、
Y
H
貿
易
、
平
和
市
場
な
ど
で
あ
り
、
女
子
労
働
者
が
支
払
っ
た

犠
牲
は
小
さ
く
な
い
。

朴正熊維新体制と労働統制の展開←)

東
一
紡
織
仁
川
工
場
は
従
業
員
約
二
ニ

O
O名
(
そ
の
八
五
%
は
若
年
女
工
)

の
輸
出
向
け
工
場
で
あ
る
。
女
子
労
働
者
の
労
働
運
動
は
、
一
九
七
二
年
に
労

働
組
合
史
上
初
め
て
女
性
支
部
長
が
選
出
さ
れ
た
時
に
始
ま
る
が
、
そ
の
根
は

六

0
年
代
に
越
和
順
牧
師
が
行
な
っ
た
宣
教
活
動
に
求
め
ら
れ
る
。
特
に
、
七

六
年
か
ら
二
年
間
に
及
ぶ
紛
争
は
、
労
組
の
代
議
員
選
挙
に
企
業
が
介
入
し
た

こ
と
を
発
端
と
し
て
い
る
。
労
組
の
自
主
性
を
守
ろ
う
と
す
る
女
子
労
働
者
二

0
0名
程
に
よ
る
闘
争
は
、
警
察
だ
け
で
な
く
全
国
繊
維
組
合
の
「
組
織
行
動

隊
」
の
介
入
を
も
招
き
織
烈
を
極
め
た
。
新
旧
キ
リ
ス
ト
教
聖
職
者
ら
に
よ
る

支
援
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
女
ら
の
闘
争
は
一
二

O
余
名
の
解
雇
を
も
っ
て
敗

北
を
喫
し
た
の
で
あ
る
。

産
業
宣
教
団
体
の
活
動
に
は
、
こ
の
よ
う
な
限
界
と
困
難
が
あ
っ
た
。
そ
れ

で
も
産
業
宣
教
団
体
の
指
導
者
の
「
労
働
問
題
は
、
こ
の
国
の
民
主
化
と
直
結

{百一

さ
れ
て
い
る
」
(
池
学
淳
司
教
)
と
い
う
一
言
葉
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の

活
動
に
は
民
主
化
運
動
の
一
貫
と
し
て
の
性
格
が
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
の
点
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
上
で
、
こ
の
「
下
か
ら
の
労
働
運
動
」

と
政
治
的
・
社
会
的
エ
リ
ー
ト
が
主
導
す
る
民
主
化
運
動
と
は
、
い
か
な
る
関

係
に
あ
っ
た
の
か
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
関
係
を
直
接
的
に
確
認
す
る

資
料
は
入
手
し
え
な
い
が
、
公
表
さ
れ
た
資
料
の
範
囲
内
で
は
、
次
の
よ
う
に

整
理
で
き
よ
う
。

国
民
会
議
が
民
主
化
運
動
を
担
っ
た
七

0
年
代
の
半
ば
頃
に
は
、
国
民
会
議

に
糾
合
し
た
政
治
的
・
社
会
的
エ
リ
ー
ト
を
労
働
者
に
結
び
つ
け
る

l
l少
な

く
と
も
公
然
の
1
1
1
組
織
は
な
か
っ
た
。
産
業
宣
教
に
携
わ
る
聖
職
者
が
、
両

者
間
の
人
的
結
合
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
特
に
、
産
業
宣
教

の
影
響
の
も
と
で
活
性
化
し
た
労
働
運
動
に
お
い
て
は
、
そ
の
担
い
手
が
特
定

化
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
概
ね
個
別
企
業
で
の
活
動
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

七

0
年
代
後
半
に
は
企
業
を
越
え
た
活
動
も
出
始
め
る
が
、
労
働
者
の
連
帯
関

係
の
場
は
、
基
本
的
に
は
教
会
で
あ
っ
起
。
例
え
ば
、
一
九
七
五
年
三
月
の
労

働
節
に
は
、
宣
教
団
体
の
支
援
の
も
と
で
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
労
働
者
が
中
心
と
な

り
、
「
民
主
労
働
運
動
の
た
め
の
自
律
化
闘
争
宣
言
文
」
(
発
起
人
一
五
六
名
)

を
発
表
し
、
天
主
教
正
義
具
現
司
祭
団
が
勤
労
者
権
益
・
民
主
回
復
祈
祷
会
を
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-お】

主
催
し
て
い
る
。
七
七
年
三
月
に
は
、
韓
国
都
市
産
業
宣
教
協
議
会
(
会
長
越

和
順
牧
師
)
の
主
催
で
明
洞
大
聖
堂
に
労
働
者
、
キ
リ
ス
ト
者
ら
約
一
五

0
0

名
が
集
ま
り
、
「
労
働
者
人
権
宣
言
」
を
発
表
し
て
い
る
。
続
く
一
一
月
に
は
、

キ
リ
ス
ト
教
会
館
の
金
曜
祈
祷
会
の
場
で
、
女
子
労
働
者
多
数
の
参
加
の
も
と

{幻可

〈
玉
泰
壱
七
周
忌
の
集
会
が
聞
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
産
業
宣
教
の
影
響
の
も
と
で
活
性
化
し
て
き
た
労
働
運
動
は
、

労
働
者
独
自
の
連
合
的
な
組
織
・
指
導
体
制
を
形
成
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な

か
っ
た
し
、
他
方
、
政
治
的
・
社
会
的
エ
リ
ー
ト
の
側
に
お
い
て
も
、
労
働
者

の
政
治
的
動
員
を
可
能
に
す
る
だ
け
の
組
織
・
指
導
体
制
を
形
成
し
て
は
い
な

か
っ
問
。
結
局
、
民
主
化
運
動
と
労
働
運
動
と
の
連
携
は
、
キ
リ
ス
ト
教
聖
職

者
を
主
た
る
接
点
と
す
る
人
的
な
結
び
付
き
の
域
を
越
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
七
九
年
八
月
に

Y
H
貿
易
の
女
工
約
二

O
O余
名
が
操
業
再

開
を
求
め
て
、
新
民
党
舎
に
駆
け
込
み
箆
城
し
た
事
態
も
、
こ
の
よ
う
な
状
況

を
変
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
公
表

さ
れ
た
資
料
の
範
囲
内
で
の
確
認
で
あ
る
が
、
民
主
化
運
動
は
、
維
新
体
制
期

を
通
じ
て
都
市
大
衆
を
政
治
的
に
動
員
す
る
組
織
・
指
導
体
制
を
形
成
し
え

ず
、
「
汎
国
民
運
動
」
に
ま
で
発
展
し
え
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
七

0
年
代

に
お
け
る
都
市
大
衆
の
政
治
化
に
つ
い
て
は
既
に
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
民

主
化
運
動
を
主
導
す
る
政
治
的
・
社
会
的
エ
リ
ー
ト
は
、
都
市
大
衆
の
不
満
を

組
織
的
に
動
員
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点

は
、
都
市
大
衆
に
み
る
政
治
化
の
傾
向
が
民
主
化
運
動
の
底
辺
拡
大
に
、
直
ち

に
つ
な
が
る
性
質
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
民
主
化
運

動
が
大
衆
運
動
に
ま
で
発
展
し
え
な
か
っ
た
の
に
は
、
他
の
要
因
、
例
え
ば
政

府
の
抑
圧
や
対
抗
勢
力
の
内
的
な
脆
弱
性
な
と
が
関
連
し
て
い
よ
う
。
だ
が
都

市
大
衆
の
政
治
化
の
特
質
を
考
慮
す
る
観
点
に
立
つ
な
ら
ば
、
こ
こ
で
は
垂
直

的
な
移
動
機
会
の
増
大
、
さ
ら
に
中
間
層
意
識
の
拡
散
な
ど
の
七

0
年
代
後
半

に
現
わ
れ
始
め
た
経
済
社
会
変
動
の
要
因
に
も
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

七
0
年
代
に
お
け
る
都
市
大
衆
の
政
治
化
の
様
相
は

一
面
的
に
の
み
把
握
し

え
る
性
質
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
言
う
な
れ
ば
、
急
激
な
経
済
社
会
変
動
が
、

維
新
体
制
下
の
政
治
状
況
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
、
不
安
定
化
と
い
う
一
方
向
の

み
に
み
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
一
一
に
、
産
業
宣
教
団
体
の
影
響
の
も
の
で
活
性
化
し
た
労
働
運
動
は
、
七

0
年
代
を
通
じ
生
成
段
階
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
活
動
は
、
概
ね
企
業

レ
ヴ
ェ
ル
に
と
ど
ま
り
、
政
府
・
韓
国
労
総
・
企
業
の
各
個
撃
破
に
直
面
せ
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
。
民
主
化
運
動
と
連
携
し
う
る
労
働
運
動
が
こ
の
よ
う
に
ほ

ぼ
抑
え
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
朴
政
権
に
よ
る
労
働
者
統
制
が
、
政
治
的
対

応
と
し
て
展
開
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
背
景
を
な
す
。
朴
政
権
に
よ
る
労
働
者

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
基
本
的
に
は
治
安
的
乃
至
経
済
的
な
観
点
か
ら
の
対
応
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に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
統
制
が
展
開
さ
れ
た
の

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
章
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

朴正照維新体制と労働統制の展開(→

(
1
)
民
主
守
護
国
民
協
議
会
を
含
む
七

0
年
代
の
民
主
化
運
動
の
概
略
を
知

る
に
は
、
川
ユ
」
母
、
「
o
T
A
止
を
せ
井
、
利
伴
、

24Eτ
芝
、
せ
と
o
電
他
編
、

『o
Y
位
刈
刈
斗
叶
じ
三
T
卦
o
て
五
百
」
、
ソ
ウ
ル
、
一
九
八
四
年
、
二
一
四
二
頁
。

(2)
「
緊
急
措
置
宣
布
の
背
景
〈
政
府
発
表
全
文
〉
」
、
「
コ
リ
ア
評
論
』
、
一

九
七
四
年
三
月
、
三
八
頁
。

(
3
)
七
0
年
代
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
者
の
政
治
活
動
の
概
略
を
知
る
に
は
、

李
秀
彦
、
「
七

0
年
代
判
『
反
体
制
』
牧
師
E

一
三
」
、
『
新
東
亜
」
、
一
九
八
四

年
九
月
、
二
ハ
六
|
一
九
三
頁
。

(
4
)
「
〈
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
〉
金
大
中
氏
柱
致
事
件
」
、
『
世
界
』
、
一
九
七
四
年

一
一
月
、
一
七
七
頁
。

(
5
)

『
東
亜
日
報
」
、
一
九
七
五
年
三
月
七
日
。
顧
問
及
び
代
表
の
職
歴
を
み

る
と
、
ヰ
ア
潜
善
前
大
統
領
、
食
鎮
午
元
新
民
党
総
裁
、
金
大
中
前
新
民
党

大
統
領
候
補
、
李
照
昇
ソ
ウ
ル
大
名
誉
教
授
、
鄭
求
瑛
前
共
和
党
総
裁
、

ヰ
ア
亨
重
カ
ト
リ
ッ
ク
神
父
、
成
錫
憲
ク
エ
ー
カ
ー
教
代
表
、
千
寛
{
子
元
東

亜
日
報
主
筆
、
李
丙
珠
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
理
事
長
、
金
泳
三
新
民
党
総
裁
、

梁
一
東
民
主
統
一
党
総
裁
。

(
6
)
同
右
。

(
7
)
こ
れ
以
上
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。
こ
の
他
、
全
羅
南
道
康
津
郡
に

お
い
て
も
、
パ
プ
テ
イ
ス
ト
派
教
会
の
も
と
、
牧
師
等
三
一

O
余
名
が
集
つ

て
、
国
民
会
議
康
津
支
部
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。
『
東
亜
日
報
』
、

五
年
二
月
一
四
日
。

(8)
国
民
会
議
顧
問
の
金
大
中
は
「
統
合
野
党
が
汎
国
民
運
動
と
横
的
な
連

携
を
も
っ
て
政
治
的
求
心
を
形
成
、
そ
の
威
力
で
現
政
権
を
包
囲
し
て
改

憲
を
要
求
す
れ
ば
:
:
:
」
と
述
べ
て
い
る
。
『
東
亜
日
報
」
、
一
九
七
五
年

四
月
一
一
一
目
。

(
9
)
金
大
中
、
金
泳
三
一
の
共
同
発
表
で
は
、
「
国
民
の
願
望
で
あ
る
民
主
回

復
達
成
の
日
ま
で
あ
ら
ゆ
る
干
渉
を
排
し
て
緊
密
な
協
力
関
係
を
保
っ
て

い
く
」
と
し
た
上
で
、
「
民
主
回
復
国
民
会
議
は
各
界
各
層
の
協
議
団
体

で
あ
り
、
各
自
が
そ
の
特
性
を
生
か
し
て
目
標
の
達
成
に
努
力
す
べ
き
で

あ
る
」
と
し
て
い
る
。
「
〈
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
〉
金
大
中
氏
栓
致
事
件
」
、
『
世

界
』
、
一
九
七
五
年
三
月
、
ニ

O
八
頁
。

(叩
)

(

8

)

に
同
じ
。

(
日
)
「
東
亜
日
報
」
、
一
九
七
五
年
四
月
一
一
一
一
一
目
。
国
民
会
議
は
既
に
、
「
民

主
回
復
を
前
提
と
し
な
い
対
話
は
、
:
:
:
こ
れ
を
拒
否
す
る
他
な
い
」
と

し
て
い
た
。
『
東
亜
日
報
』
、
一
九
七
五
年
二
月
十
五
日
、
ち
な
み
に
金
泳

三
、
朴
正
照
会
談
が
実
現
し
た
の
は
同
年
五
月
一
一
一
日
で
あ
り
、
そ
の
後

新
民
党
は
内
紛
を
重
ね
て
、
七
六
年
九
月
に
現
体
制
下
で
の
参
与
を
唱
え

る
李
哲
承
が
代
表
最
高
委
員
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。

(
ロ
)
新
民
党
は
国
家
的
次
元
の
安
保
問
題
で
あ
れ
ば
、
政
府
に
協
調
す
る
と

し
て
、
改
憲
運
動
を
一
時
中
止
す
る
決
定
を
し
た
。
『
東
亜
日
報
』
、
一
九

七
五
年
五
月
一
二
日
。

(
日
)
『
東
亜
日
報
』
、
一
九
七
六
年
-
月
六
日
。

(
凶
)
都
市
産
業
宣
教
の
歴
史
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
越
承
赫
に
依
拠
し
て
い

九
七

北法36(5-6・289)1777 



研究ノート

る
。
趨
承
赫
、
『
都
市
産
業
宣
教
訓
寸
認
識
』
、
ソ
ウ
ル

一
九
八
一
年
。
産

業
宣
教
に
関
す
る
文
献
と
し
て
は
、
他
に
、
社
号
、
主
「
五
五

J2司
剥
せ

号
豆
、
到
A
U
培、
A
U
Z
一
二
五
千
吐
オ
唱
、
叫
到
ヰ
豆
社
社
剖
叫
刊
し
刻
、
「
主
五
百
計
官
」
庁
。

井
三
0
4』
一
、
ソ
ウ
ル
、
一
九
八
四
年
。
産
業
宣
教
団
体
が
関
与
し
た
労
働

運
動
に
関
し
て
は
、
金
一
哲
、
韓
国
問
題
キ
リ
ス
ト
者
緊
急
会
議
・
韓
国

民
主
化
基
督
者
同
志
会
編
訳
、
『
火
花
よ
こ
の
閣
を
照
ら
せ

労
働
者
の
戦
い
』
、
新
教
出
版
社
、
一
九
七
九
年
。
い
ず
れ
の
文
献
も
当

ハ
イ
ア
ス

事
者
が
著
わ
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
偏
向
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

韓
国
女
子

日
)
(
日
)
越
承
赫
、
前
掲
書
、

一
三
五
二
二
六
頁
。
韓
国
に
お
け
る
教

会
及
び
そ
の
神
学
に
関
し
て
は
、
参
照
、
池
明
観
、
『
韓
国
現
代
史
と
教

会
史
』
、
新
教
出
版
社
、

一
九
七
五
年
。
問
、
『
現
代
史
を
生
き
る
教
会
」
、

新
教
出
版
社
、

一
九
八
二
年
、
特
に
二
五
九
l
三

O
五
頁
。

(η)
朴
牧
師
ら
の
逮
捕
後
に
発
表
さ
れ
た
「
一
九
七
三
年
韓
国
キ
リ
ス
ト
者

宣
言
」
で
は
、
「
『
一

O
月
維
新
』
は
、
邪
悪
な
人
間
ど
も
が
そ
の
支
配
と

利
益
の
た
め
に
こ
し
ら
え
た
国
民
に
対
す
る
反
逆
で
あ
る
」
と
し
て
、
メ

シ
ア
の
国
を
来
た
ら
す
た
め
に
は
「
政
治
的
・
社
会
的
変
革
」
に
向
け
て

「
こ
の
極
端
な
非
人
間
化
と
不
正
の
体
制
を
打
ち
破
る
た
め
に
戦
わ
ね
ば

な
ら
な
い
」
と
ま
で
断
じ
て
い
る
。
同
宣
言
文
は
、
韓
国
問
題
キ
リ
ス
ト

者
緊
急
会
議
編
、
「
韓
国
民
主
化
闘
争
資
料
集
一
九
七
三
一
一
九
七
六
」
、

新
教
出
版
社
、
一
九
七
六
年
、
二
二
丁
二
九
頁
。

(
刊
日
)
越
承
赫
、
前
掲
書
、

(
印
)
政
府
が
発
表
し
た
「
産
業
体
・
農
村

一
O
七
l
一

O
八
頁
、

一
二
五
l
一
二
七
頁
。

外
部
什
司
浸
透
位
叫
報
告
書
」

に
拠
る
。
斗
刈
電
編
集
部
編
、
『
八

O
吐
社
一
平
司
叶
玉
o
斗
吐
号
パ
吋
到
一
一
』
、
光

州
、
一
九
八
四
年
、
八
二
二
一
|
八
二
四
頁
。

(
初
)
韓
国
労
総
、
即
ち
韓
国
労
働
組
合
総
連
盟
に
関
し
て
は
、
第
二
章
第
一

節
、
参
照
。

(
幻
)
東
一
紡
織
争
議
に
関
し
て
は
、
吉
岡
泉
、
「
『
維
新
体
制
』
下
で
た
た
か

う
韓
国
e

紡
績
工
場
の
娘
た
ち
」
、
「
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
、
第
三

O
巻、

第
二
四
号
、
四

O

四
四
頁
。
他
に
、
前
掲
『
一
」
王
o
司
式
。
井
三
O

吐
一
円
三

六
九
l
三
七
三
頁
、
四
九
四
ー
五

O
一
頁
。

{
幻
)
池
学
淳
、
「
労
働
者
の
人
権
を
保
障
せ
よ
」
、
李
丞
玉
編
訳
、
『
韓
国
の

労
働
運
動
」
、
社
会
評
論
社
、

一
九
七
九
年
、
九
八
一

O
八
頁
。

(
お
)
イ
・
テ
ホ
は
七

0
年
代
の
労
働
運
動
の
特
徴
の
一
つ
に
連
帯
活
動
を
含

め
、
以
下
の
事
例
を
あ
げ
て
い
る
。
協
信
皮
革
の
労
働
者
ガ
ス
窒
息
死
に

抗
議
し
て
の
労
働
者
三

0
0
0余
名
の
街
頭
デ
モ
(
七
七
年
)
、
労
働
者

一
O
名
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
放
送
局
占
拠
事
件
(
七
八
年
)
、
東
一
紡
織
・

邦
林
紡
績
な
ど
の
労
働
者
六
名
に
よ
る
復
活
祭
礼
拝
場
の
拡
声
器
奪
取
事

件
(
七
八
年
)
、
東
一
紡
織
解
雇
労
働
者
と
カ
ト
リ
ッ
ク
労
働
青
年
会
員

そら
しに
てよ
Y る
H 全
貿国
易繊
事維
件労
で 組
あ委

究員

連 j~
w難
三の
註ピ
ーー

は JL
JjU苫
ト事
ぞ件

殆七
尺 )I、

長年
教
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会
が
何
ら
か
の
形
で
関
連
し
て
い
る
。
外
叫
一
豆
、
「
一
九
七

O
吐
叶
午
玉
0

0

豆
ο
斗
叫
泊
寸
」
、
せ
人
一
。
電
他
編
、
前
掲
書
、
一
一
二
三
l
二
二
七
頁
。

(M)
越
承
赫
、
前
掲
書
、
二
ハ
一
一
一
l

一
六
四
頁
。

(
お
)
『
東
亜
日
報
』
、
一
九
七
五
年
三
月
一
一
日
。

(
お
)
『
韓
国
通
信
』
、
韓
国
問
題
キ
リ
ス
ト
者
緊
急
会
議
発
行
、
第
一
七
号
、

四
頁
。

(
幻
)
小
栗
敬
太
郎
、
「
韓
国
民
主
化
闘
争
労
働
運
動
と
連
帯
の
兆
し
」
、
『
朝

日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
、
第
一
九
巻
、
第
四
八
号
、
九
五
l

一
O
O頁。

28 

一
九
七
九
年
三
月
の
「
民
主
主
義
と
民
族
統
一
の
た
め
の
国
民
連
合
」

(
以
下
、
国
民
連
合
と
略
す
)
の
結
成
に
は
、
労
働
者
、
農
民
も
参
加
し

て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
人
数
等
そ
の
実
体
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
た
が
っ

て
こ
の
国
民
連
合
に
つ
い
て
は
、
留
保
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
『
韓
国

朴正照維新体制と労働統制lの展開(ー)

通
信
』
、
第
四
一
号
、
二
|
三
頁
。
国
民
連
合
は
、
金
大
中
、
安
潜
善
、

成
錫
憲
を
議
長
団
に
民
主
一
化
勢
力
の
結
集
体
と
し
て
発
足
し
て
い
る
。
こ

の
困
民
連
合
に
直
接
・
間
接
的
に
連
携
し
て
い
た
団
体
は
、
韓
国
教
会
社

会
宣
教
協
議
会
、
韓
国
人
権
運
動
協
議
会
、
天
主
教
正
義
具
現
金
国
司
祭

団
、
解
職
教
授
協
議
会
、
自
由
実
践
文
人
協
議
会
、

N
C
C
人
権
委
員
会
、

民
主
憲
政
同
志
会
、
カ
ト
リ
ッ
ク
正
義
平
和
委
員
会
、
良
心
犯
家
族
協
議

会
、
ソ
ウ
ル
地
区
人
権
宣
教
協
議
会
、
民
主
基
督
者
同
志
会
、
民
主
青
年

協
議
会
、
白
凡
思
想
研
究
所
、
韓
国
基
督
青
年
協
議
会
、
政
治
犯
同
志
会

な
ど
で
あ
る
。
国
民
連
合
と
こ
れ
ら
諸
国
体
と
の
連
携
関
係
に
つ
い
て
は
、

「
拘
束
的
組
織
力
に
よ
る
も
の
と
言
う
よ
り
は
、
そ
の
聞
の
民
主
化
運
動

過
程
で
結
ぼ
れ
た
理
念
的
支
持
基
盤
と
、
ま
た
各
団
体
の
主
メ
ン
バ
ー
が

大
挙
国
民
連
合
で
活
動
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
」
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

叶ユ

L
G、
前
掲
論
文
、
二
七
|
二
八
頁
。

(却

)
Y
H
貿
易
女
工
が
新
民
党
舎
に
向
か
っ
た
の
は
、
印
名
鎮
(
永
登
浦
都

市
産
業
宣
教
会
総
務
)
、
文
東
燦
(
韓
国
教
会
社
会
宣
教
協
議
会
)
、
高
銀

(
詩
人
)
ら
の
「
背
後
操
縦
」
(
ソ
ウ
ル
市
警
発
表
文
)
に
よ
る
か
否
か

一
九
七
九
年
八
月
一
八
日
)
、
文
東
焼
、

高
銀
、
李
文
、
水
(
高
麗
大
学
教
授
)
が
事
前
に
金
泳
三
に

Y
H
貿
易
女
工

は
と
も
か
く
(
「
朝
鮮
日
報
」
、

の
件
を
依
頼
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
の
よ
う
で
あ
る
(
金
泳
三
の
発
言
で

確
認
、
「
東
亜
日
報
」
、
七
九
年
八
月
一
八
日
)
。

Y
H
貿
易
女
工
の
新
民

党
舎
箆
城
を
、
「
政
治
の
表
面
で
マ
ス
と
エ
リ
ー
ト
と
が
結
び
付
き
を
も
っ

た
と
い
う
こ
と
で
決
定
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
」
(
高
橋
進
、
前
掲
論
文
、

一
八
九
頁
)
と
ま
で
な
し
え
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
筆
者
は
、
維
新
体
制

後
半
期
に
か
か
る
「
連
携
」
が
成
熟
せ
ず
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
の
背
景
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
こ
そ
が
重
要
だ
と
考
え
る
。
ま
た
Y
H
貿
易
女
工
の

箆
域
事
態
に
対
し
朴
政
権
が
と
っ
た
強
硬
措
置
は
余
り
に
過
敏
で
あ
り
、

そ
の
後
の
政
局
の
混
迷
も
含
め
て
み
る
と
、
政
府
内
部
の
現
状
認
識
に
大

き
な
狂
い
が
生
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
新
聞
資
料
は
、
パ
サ

北法36(5-6・291)1779 



研究ノート

d

叶
電
編
集
部
編
、
『
八
O
吐
社
平
司
王
O

叫
「
せ
号
外
到
一
」
、
三
二
、
三
五
頁
。

北法36(5-6・292)1780 

*
表
八
及
び
第
二
節
注
仰
の
高
等
学
校
及
ぴ
大
学
進
学
率
は
計
算
上
、

実
際
よ
り
も
若
干
高
め
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
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Park Chung-hee's Yushin Regime and 

its Labor Control ( 1 ) 
Toshiyuki SHlMlZU. 

Introduction 

Chapter 1 Socioeconomic changes and the Yushin regime 

1. Manufacturing labor force : Formation and 

stratification 

2. Urban masses in socioeconomic changes 

3. Democracy-movement in the i970s 

(this issue) 

Chapter II Development of labor control 

Chapter III Concl usion 

Introduction 

The purpose of this paper is to analyze the influence of drastic and exten-

sive socioeconomic changes on the political regime in South Korea since the 

1960s. It will be shown that diverse changes have become possible in the latter 

half of the 1970s， contrary to the often mentioned view that the Park regime is 

characterized by its “structure of crises". In the first chapter， after a cursory 

survey of socioeconomic changes， the author will consider the conditions of the 

political instability in the 1970s， focusing on the urban masses. In the second 

chapter， the author will attempt a survey of the responses of the Park govern-

ment to the rapid increase in the manufacturing labor force during the Yushin 

period. In the final chapter， using “authoritarian corporatism" as an analytic 

framework， the author will re-examine labor control and then consider the prob-

lems in the integration of the labor force during the Yushin period. 

• Doctoral Student， Hokkaido University 

北法36(5-6・341)1829 咽



Vol. 36 No. 5-6 (1986) 

Chapter 1 

The following includes a summary of the first chapter. 

(1) The Park government speeded up industrialization and as a result， it has 

drastically changed the sectoral composition of the labor force since the 1960s. 

In the 1970s the manufacturing labor force has rapidly increased and the agri-

cultural labor force has decreased. On the other hand， the heavy-chemical indus-

try has enlarged the dual巴conomysince the 1970s. Employees in modern and 

large factories have increased and become a salient factor in economic develop 

ment. The stratification in the manufacturing labor force is promoted not only 

by the dual econorny， but also by changes in the labor rnarket. In the latter half 

of the 1970s， skilled labor became short in supply (the so-called “skilled labor 

famine") and job-movernent， i.e. seeking more favorable working conditions 

through scouting and so on was preferred to participatio日 inthe labor rnove 

rnent. Certain labor problerns becarne rnore serious for the Park governrnent 

through these changes， which should be considered in analyzing labor control in 

the 1970s 

(2) S. P. Hu凶 ngton's“politicalinstability model" based on the thesis that rnod-

ernization produces political instability， is not necessarily relevant to the poli-

tics of South Korea i日 the1970s. Socioeconornic changes in South Korea adv 

anced more rapidly than anticipated by Huntington's rnodel and as a consequent， 

the influence of these changes on politics was very complex. Here are discussed 

two aspects of socioeconornic changes. 

The first aspect is seen in the expansion of rnobility opportunity. Urbaniza 

tion has been accelerating in Seoul， Pusan and Tague since the 1960s. In the 

latter half of the 1970s， the great influx of population into large cities tended to 

be linked with job-creation in the rnanufacturing sector， rather than in the ter 

tial industries' which included temporary unernployment. But the access to such 

upward rnobility is usually conditioned by age and education， and the fact that 

secondary education spread rapidly in the sarne period is wqrth attention. 

The second aspect is econornic inequality. Economic development gradually 

E 北法36(5-6・340)1828 
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led to greater inequality， but in the 1970s premature middle.c1ass indentifica 

tion began to diffuse. This owes a great deal to the revolution in expectation， 

caused by the spread of some durable consumer goods (especially TV sets 

spread in the latter half of the 1970s). Because of its precocity， the middle.class 

indentification was accompanied by frustration. The dissatisfaction of the urban 

masses with their circumstances have chang巳dlittle by little. 

The above.mentioned two aspects describe the social mobilization of the 

urban masses， and are likely to have had some influence on their political atti. 

tudes. In assembly elections， opposition parties' votes have increased in the 

three biggest cities， Seoul， Pusan and Tague since the 1970s. In addition， the 

turnout in assembly elections has gradually increased in Seoul. The dissatisfac守

tion of urban masses began to assume a new aspect of politicization. In connec. 

tion with this point， the political mobilization of the urban masses in the so 

called democracy.movement should be examined. 

(3) The democracy.movement against the Yushin regime expanded the political 

support and multiplied the bases of its activities. Some members of the Church 

made important contributions to the democracy.movement. The National Confer 

ence for the Recovery of Democracy was organized in December 1974. Its lead. 

ership consisted of political and social elites. Even at the local level， the initia. 

tive of the Conference was almost completely taken by the elites， and not by the 

workers. It might be possible to say that the establishment of the Confrence was 

a significant event. But internal disunity was exposed， in the face of the external 

crisis in May 1975， and the Conference split. The political movement of the 

anti・Parkforces had difficulty in mobilizing the popular sectors， and the labor 

movement from below had difficulty in developing into a political movement. 

The industry missions of the Church (UIM & JOC) vigorously attempted to 

penetrate the workplace in order to release workers from “structural evils". 

Consequently the labor movement from below emerged under the auspices of the 

Church. However， this penetration concentrated in and aroud Seoul and their 

target was restricted to young women who worked mainly in the textile indus. 

北法36(5-6・339)1827 X 
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try. In addition， the labor movement initiated by young women was not able to 

go beyond the limit of the factory and was repressed by the police， management 

and the FKTU (the Federation of Korean Labor Unions). The contacts between 

this labor movement and political activities of counter.elites were narrowly 

maintained by the Church. 

In this chapter， thc following two points can be confirmed. 1) The masses in 

the three biggest cities began to assume a new aspect of politicization in the 

1970s. However， this impact on the political regime was mitigated to some de-

gree by socioeconomic factors in the latter half of the 1970s. 2) The labor 

movement from below which had contacts with the political movement of anti・

Park forces was repressed. The Park government almost succeeded in prevent-

ing labor problems from becoming political issuses. 

E 北法36(5-6・338)1826 


